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５　その他の遺構と遺物

　　ここでは，性格や時期が不明な遺構について，出土遺物とともに記述する。なお，所見については，第４

節のまとめの中で記述する。

（１）整地面

　　　今回の調査で整地面３３か所を確認した。ここでは，原則的に以下の条件を満たす遺構２５か所を整地面と

して報告し，その他の整地面は一覧表で報告する。整地面は，広場（屋外ヵ），作業場（屋外ヵ）などが推測

される。

　　　ア　黒色土を主体とする盛土によって構築された平坦な面で，調査の段階で整地面と判断することがで

きたもの。

　　　イ　平坦な面から遺物が出土し，生活面ととらえることができた面。

　　　　なお，本整地面に伴うと判断された土坑はそこで報告する。

第２号整地面　２区ＨＫ－２（１）～（４）（第４４０～４４２図）
位置　調査区中央部�１１�５区を中心に位置している。

確認状況　表砂を３�除去後，標高約４．６～５．０�から黒色土面４か所を確認した。各面ともほぼ平坦で，２か

所からそれぞれ土坑１基が確認された。

規模と施設　黒色土の範囲はそれぞれ長軸３．３～５�，短軸１．３～２．８�で，東部が狭い。西部の黒色土面から

それぞれ第２７・３４号土坑が検出されている。

生活面　４か所とも厚さ約２～１８��の黒色土を貼り付けて整地されている。土層断面図中，第３層は黒色土

�層である。

土坑（第４４０図）　北部の黒色土面に第３４号土坑，南部の黒色土面に第２７号土坑が構築されている。黒色土の厚

さは最大で第２７号土坑が１８��，第３４号土坑で１８��である。

第４４１図　第２号整地面出土遺物実測図

F

SK27
3

5.0m G

SK34

3

5.0m

1147
1148

第４４０図　第２号整地面土坑土層図



―３７２―

遺物出土状況　土師質土器片１１点（皿９，内耳鍋２），陶器片１点（甕），石器１点（砥石），金属製品３点（古

銭１，不明２）が出土している。１１４８は「至和元寳」で南西部の黒色土面，１１４７は南西部の覆土中から出土し

ている。土師質土器片は細片のため図示できなかった。

第４４２図　第２号整地面実測図
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第３号整地面　２区ＨＫ－４（第４４３～４４５図）
位置　調査区中央部�１２�９区を中心に位置している。

確認状況　表砂を３�除去後，標高約８．３�から第１次面である黒色土面を確認した。さらに下層から第２・

３次面が確認され，第２次面からは集石，第３次面からは粘土貼土坑が確認された。

第４４３図　第３号整地面実測図
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規模と施設　各黒色土面は狭く，第１～３次面の範囲は南北７．６�，東西４�である。第２次面の黒色土面か

らは第１８号粘土貼土坑が検出されている。

生活面　黒色土面の厚さは第１次面が約１０～３０��，第２次面が約８～２０��，第３次面が最大で９０��である。

土層断面図中，第３層は黒色土�層で，各面との間には２０～４０��の砂層が入っている。

土坑（第４４４図）　厚さ８��の粘土層と６��の黒色土で構築されている。３次面であるため残存状況が悪いが，

平面形は隅丸長方形で，底面は皿状を呈している。

集石（第４４５図）　第２次面の北部から確認されている。中礫が確認されている範囲は，長軸１．３�，短軸１�で

ある。

第５号整地面　２区ＨＫ－１１（第４４６・４４７図）
位置　調査区中央部�１１�２区を中心に位置している。

確認状況　表砂を３�除去後，標高約４．３�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，南部から粘土貼土

坑が検出された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北１８�，東西５．５�の南北に延びる不定形である。南部には第１８４号粘土貼土坑

が構築されている。

生活面　厚さ約４～２０��の黒色土を貼り付けて整地されている。土層断面図中，第４層は黒色土�層である。

土坑（第４４７図）　粘土層の厚さは２～８��，黒色土の厚さは２～１０��である。粘土層の間には５��の黒色

土�層が確認されていることから，一回の造り替えが行われている。覆土中には砂�層に混じって貝が確認さ

第４４４図　第３号整地面粘土貼土坑土層図
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第４４６図　第５号整地面実測図

A

B

D

H11a2

I10b1

C A

B

4.6m

4.6m

4

4

SK184



―３７６―

れている。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿）が覆土中から出土している。第１８４号粘土貼土坑からは貝が出土してい

る。以下，出土した貝種を一覧表で記載する。

第６号整地面　２区ＨＫ－１２（第４４８・４４９図）
位置　調査区中央部�１１�７区を中心に位置している。

確認状況　表砂を３．５�除去し，標

高約５．５�から黒色土面を確認した。

黒色土面の中央部はやや高くなって

おり，黒色土に締まりが見られる。

規模と施設　黒色土の範囲は南北

２．７��東西６．２�の不定形である。

北東部には第２４９号土坑が構築され

ている。

生活面　厚さ約４��の黒色土�層

と厚さ１２��の黒色土�層で整地さ

れている。土層断面図中，第３層は

締まりのある黒色土�層，第４層は

黒色土�層である。

土坑（第４４９図）　長径０．７�，短径０．６�の楕円形である。厚さ２～

１２��の黒色土で構築されている。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿）が出土している。
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第７号整地面　２区ＨＫ－１４（第４５０図）
位置　調査区南部�１２�０区を中心に位置している。

第４５０図　第７号整地面実測図
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確認状況　表砂を３�除去後，標高約８．３�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であるが，西部は緩や

かに傾斜している。

規模と施設　東部が削平されているため，黒色土の範囲は南北１５．５�，東西８．２�だけが確認された。

生活面　黒色土層の間には，砂が薄く堆積しており，整地された層は４０～１２０��の厚さである。黒色土�層や

黒色土�層を交互に整地し，西部は斜面を形成するように意図的に整地されている。

遺物出土状況　不明金属製品１点が出土している。

第８号整地面　２区ＨＫ－１６（第４５１～４５３図）
位置　調査区南部�１１�４区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約４�除去し，標高約５．１�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦である。

規模と施設　黒色土の範囲は南北軸９．７�，東西軸１１．５�の不定形である。第２４７・２５６・２７０・２７１号土坑が構築

されている。

生活面　黒色土�が主体の層である。厚さ２～２８��の黒色土で整地されている。

ピット　７か所。深さは３９～６６��である。整地面を中心に確認されており，上屋を支えた柱穴と考えられる。

土坑（第４５１図）　第２７１号土坑は南東部，その他の３基は西部に構築されている。第２７０号土坑は第２次面で，

それ以外は第１次面で検出されている。第２４７・２５６号土坑は黒色土の範囲外に構築されており，検出状況から

第２４７号土坑が新しい。４基とも２～８��の黒色土で構築されている。

遺物出土状況　土師質土器片３点（皿２，内耳鍋１），石器１点（砥石），金属製品３点（小刀１，古銭２）が

整地面，土師質土器１点（小皿）が第２７１号土坑から出土している。１１７２は北西部，１１７３・１１７４は東部，１１７６は

「咸平元寳」で，東部の黒色土面中から出土している。１１７４は刀身・茎部とも遺存している。１１７５は北部の砂層

から出土しており，銭文が不鮮明で判読ができない。１６５８はほぼ完形で，埋砂とともに流れ込んだものであ

る。

第４５１図　第８号整地面土坑土層図

F

SK247

SK271

1658

SK256

2

1 1

3 3

5.4m

G

1
4

3

5.4m

H

SK270

2

3

1

5.2m



―３７９―

第４５２図　第８号整地面実測図
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第１０号整地面　２区ＨＫ－１９（第４５４～４５６図）
位置　調査区中央部�１１�４区を中心に位置している。

重複関係　第１２号建物跡・第３号製塩跡を掘り込んでいる。

確認状況　表砂を約２�除去後，標高約５．５�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，土坑と貝集積地

が確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北６�，東西３．５�である。第２２０号土坑が構築され�第１４号貝集積地が確認さ

れている。

第４５３図　第８号整地面出土遺物実測図
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生活面　２層に分層される。上層が厚さ１０��の黒色土�層，

下層が厚さの最大が１４��の黒色土�層である。

土坑（第４５５図）　黒色土面の北部に，厚さ６～１４��の黒色土で

構築されている。

貝集積地（第４５６図）　黒色土面の北東部に位置し，長径０．３�，短径０．３�の円形を呈している。貝層は最大で

６��の厚さである。

第４５４図　第１０号整地面実測図
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第１１号整地面　２区ＢＨＫ－１（第４５７～４５９図）
位置　調査区南部�１２�５区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約１�除去後，標高約６．７�から黒色土面を確認した。西部は緩やかに傾斜している。

規模と施設　東部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北１３�，東西６．１�だけが確認された。

第１号土坑が構築されている。

生活面　単一層である。黒色土�層が主体で，黒色土の厚さは最大で３０��である。

第４５７図　第１１号整地面実測図
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ピット　１か所。深さは４０��で，性格不明である。

土坑（第４５８図）　長径１．６�，短径１．２�の楕円形である。厚さ５～１５��の黒色土で構築されている。

遺物出土状況　土師質土器片３点（皿１，内耳鍋２）が出土している。１２５６は覆土中から出土している。

第１２号整地面　２区ＢＨＫ－２（第４６０図）
位置　調査区南部�１２�６区を中心に位置している。

確認状況　東部は調査区域外に延びている。黒色土の層厚は薄い。

規模と施設　黒色土の範囲は南北１０．２�，東西２．８�の不定形である。

生活面　ほぼ平坦である。

第１３号整地面　２区ＢＨＫ－３（第４６１・４６２図）
位置　調査区南部�１２�１区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約２�除去後，標高約５．４�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦である。

規模と施設　黒色土の範囲は南北１７．３�，東西１３．３�である。第３～５号粘土貼土坑，第１０号土坑が構築され

ている。

第４５８図　第１１号整地面土坑土層図
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生活面　単一層である。黒色土�が主体で，黒色土の厚さは最大で４０��である。

土坑（第４６２図）　中央部やや西寄りに位置し，第３号粘土貼土坑は粘土と黒色土の厚さが６��，第５号粘土

貼土坑は粘土の厚さが１２��である。第１０号土坑は，黒色土を貼り付けて構築してある。

第４６１図　第１３号整地面実測図
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第１４号整地面　３区ＨＫ－１（第４６３～４６６図）
位置　調査区北部�１２�０区を中心に位置している。

確認状況　表砂を６．５�除去後，標高約５．８�から第１次面を確認した。上面はほぼ平坦で，複数の土坑とピッ

トが確認された。下層から第２・３次面が確認され，それに伴う複数の土坑が検出された。

規模と施設　検出された黒色土の範囲は第１次面は南北６�，東西４．２�の不定形である。第２次面は南北７

�，東西７�で，黒色土面はさらに南北に延びていると推測される。第３次面は黒色土の範囲は狭い。第１１～

１７号土坑が構築されている。

第４６２図　第１３号整地面土坑土層図
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生活面　第１～３次面は厚さ約４～１７��の黒色土を貼り付けて整地している。土層断面図中，第３層は黒色

土�層で，黒色土�層間には第２層の砂�層が入っている。この層を境に第１～３次面を分けた。

ピット　１か所。第１次面から検出され，深さは９０��である。対応するピットがなく，性格不明である。

土坑（第４６４図）　第１１～１３号土坑は厚さ５��の黒色土を貼り付けて構築されている。第１４・１７号土坑が第１

次面，第１１・１２・１６号土坑は第２次面，第１３・１５号土坑は第３次面から検出された。

第４６４図　第１４号整地面土坑土層図
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第４６６図　第１４号整地面出土遺物実測図（２）
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遺物出土状況　土師質土器片７４点（皿１２，内耳鍋６０，壺２），陶器片３点（天目茶碗１，甕２），石器１点（砥

石），金属製品１０点（耳金１，古銭９），骨角製品１点（栗形）が出土している。１１２７が１次面，１１２６・１１２８・

１１２９が２次面から出土しており，１１２８の体部は焼成後，穿孔されている。１１３０は瀬戸・美濃産で摩滅が激し

い。１１３１は口縁部のみであるが，常滑産の９型式と考えられる。１１４４は骨角製で南西部の２次面下から出土し

ている。古銭は２・３次面下から散在した状態で多く出土しており，１１４２の「元祐通寳」が最新銭である。

第１５号整地面　４区ＨＫ－２（第４６７・４６８図）

位置　調査区中央部�１３�３区に位置している。

確認状況　表砂を３．５�除去後，標高約５．１�から黒色土面を確認

した。黒色土面は小範囲ではあるが，中央部はやや高くなってい

る。

規模と施設　黒色土の範囲は南北４．５�，東西１．６�の不定形であ

る。

生活面　厚さ約３２～４０��の黒色土�層と黒色土�層で，整地さ

れている。土層断面図中，第３層は黒色土�層，第４層は黒色土

�層である。

遺物出土状況　金属製品５点（古銭１，不明４）が出土している。

１２９３は「景徳通寳」で，覆土中から出土している。

第１６号整地面　４区ＨＫ－７（第４６９～４７２図）
位置　調査区北部�１３�４区を中心に位置している。

第４６８図　第１５号整地面出土遺物実測図
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規模と施設　東部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北９�，東西４�だけが確認された。第

３８５・３８７号土坑が構築されている。

生活面　黒色土�層が主体である。

ピット　２か所。深さは８８��と７７��で，性格不明である。

土坑（第４７０図）　第３８５号土坑は北部，第３８７号土坑は南部に位置している。ともに長径０．８�，短径０．７�の楕

円形と推測される。黒色土の厚さは第３８５号土坑が１２��，第３８７号土坑が４��である。

遺物出土状況　土師質土器片９点（皿３，内耳鍋６），金属製品３８点（古銭）が出土している。１２９７～１３３３は中

央部やや東寄りの位置からで，１２９７～１３０３，１３０８～１３３２は一括して出土し，１２９７～１３０３は銭文が不鮮明で判読

できない。１３３２の「朝鮮通寳」が最新銭である。

第４７０図　第１６号整地面土坑土層図
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第４７１図　第１６号整地面出土遺物実測図（１）［古銭は原寸大］
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第４７２図　第１６号整地面出土遺物実測図（２）
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第１７号整地面　４区ＨＫ－９（第４７３図）
位置　調査区北部�１３�３区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約６．５�除去後，標高約５．８�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦である。北東部には

第３５号貝集積地が確認されている。

規模と施設　黒色土の範囲は南北６．５�，東西３．０�の不定形である。

生活面　単一層で，厚さ１６��の黒色土�層である。

貝集積地　長径０．７�，短径０．４�の不定形を呈している。

遺物出土状況　不明金属製品１点が出土している。
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第１８号整地面　４区ＨＫ－１３（第４７４～４７７図）
位置　調査区北部�１３�５区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約８�除去後，標高約５．２～５．４�から黒色土面を確認した。南部に向かって緩やかに傾斜し

ている。

規模と施設　東部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北７．５�，東西５�だけが確認された。

第４３９号土坑が構築されている。

生活面　単一層で，厚さ４～１０��の黒色土�層である。層厚は北部が南部よりやや厚く整地されている。

ピット　３か所。深さは２０～３２��で，性格不明である。

土坑（第４７４図）　黒色土面の南東部に構築されている。

残存状況が悪く，南部だけが検出された。

遺物出土状況　土師質土器片２５点（皿２１，内耳鍋４），陶器片１点（甕），石製品１点（硯），金属製品１４点（棒

状金具１，古銭１３），平瓦片１点が出土している。１３８１は東部の覆土中，１３８２は覆土中，１３８８・１３９５・１４００は黒

色土面や覆土中からそれぞれ出土している。その他の古銭は南部から西部の砂層から散在した状態で出土して

いる。１３８９～１３９３は西部の砂層からまとまって出土しており，１３９２・１３９３の「永樂通寳」が最新銭である。

第４７４図　第１８号整地面土坑土層図
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第４７５図　第１８号整地面実測図
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第４７７図　第１８号整地面出土遺物実測図（２）
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第１９号整地面　４区ＨＫ－１４（第４７８～４８０図）
位置　調査区北部�１３�２区を中心に位置している。

確認状況　表砂を６．５�除去後，標高約４．８�から第１次面である黒色土面２か所を確認した。

規模と施設　西部が調査区域外に延びているため，確認された黒色土の範囲は第１次面は２か所で，南北４．７

～６．８�，東西２．９～３．５�，第２次面は南北１４．５�，東西３．３�，第３次面は南北８．７�，東西３．５�である。第

４２９・４３０�・４３０�・４４２・４４４～４４６号土坑が構築されている。

生活面　第１～３次面は厚さ約４～６��の黒色土を貼り付けている。土層断面図中，第３層は黒色土�層で，

黒色土�層間には第２層の砂�層，第４層の黒色土�層が入っている。この層を境に第１～３次面を分けた。

土坑（第４７８図）　第４２９・４３０�・４３０�・４４４～４４６号土坑は北部，第４４２号土坑は南部に構築されている。検出状

況から第４４４号が第１次面，第４２９・４３０�・４３０�・４４２号土坑は第２次面，第４４５・４４６号土坑は第３次面に伴う

と判断した。第４３０�・４４５・４４６号土坑は粘土と黒色土で構築されている。

遺物出土状況　土師質土器片９点（皿５，内耳鍋３，香炉１），石器２点（砥石），金属製品５点（古銭２，不

明３）が出土している。１４０２・１４０３は覆土中からの出土で，１４０３は口縁部のみである。１４０５は北部の２次面，

１４０６は覆土中，１７１７は第４４５号土坑内からそれぞれ出土している。１４０６は「熈寧元寳」，１７１７は「元豊通寳」で，

１４０５の銭種は判別できなかった。

第４７８図　第１９号整地面土坑土層図
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第４７９図　第１９号整地面実測図
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第２４号整地面　４区ＨＫ－１９（第４８１～４８３図）
位置　調査区中央部�１３�３区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約７�除去後，標高約５．４�から黒色土面を確認した。南部はやや凸凹がある。本跡の下層

から，１基の土壙墓が確認されている。

規模と施設　北西部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北１０�，東西６�だけ確認された。北

西方向に延びる不定形である。第４４７・４６２・４６４号土坑が構築されている。

生活面　黒色土�が主体の層である。黒色土の厚さは，最大で４０��である。

土坑（第４８１図）　３基とも北部に構築されている。第４４７号土坑は第１次面，第４６２・４６４号土坑は黒色土面を除

去した層から検出された。第４４７・４６２号土坑は厚さ１３��の黒色土で構築されている。第４６４号土坑の覆土は黒

色土�層である。

第４８１図　第２４号整地面土坑土層図
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遺物出土状況　土師質土器片４点（皿３，内耳鍋１），金属製品１点（古銭），軒丸瓦片１点が出土している。

１４３４は東部の黒色土面下，１４３３は「洪武通寳」で覆土中からそれぞれ出土している。

第４８２図　第２４号整地面実測図
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第２５号整地面　４区ＨＫ－２０（第４８４～４８６図）
位置　調査区北部�１３�２区を中心に位置してい

る。

確認状況　表砂を約７�除去後，標高約４．３�か

ら黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であり，

北部からは粘土貼土坑が確認された。中央部には

黒色土面に沿って礫片や灰，炭化材が検出され

た。

規模と施設　黒色土の範囲は南北９�，東西３�

で，南北に延びている。南西部の黒色土面は西へ

延びる可能性がある。北部に第３１１号粘土貼土坑

が構築されている。

粘土貼土坑（第４８５図）　第３１１号粘土貼土坑は，粘

土の厚さは５～１７��，黒色土は３��である。

遺物出土状況　土師質土器片３０点（皿２９，内耳鍋

１），金属製品２点（耳金ヵ，古銭），獣骨片が出

土している。１４３５は破砕した状態で北部の砂層，

１４３６は南東部の覆土中からそれぞれ出土してい

る。１４３７は「元祐通寳」で，覆土中から出土して

いる。

第４８４図　第２５号整地面実測図
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第２７号整地面　４区ＨＫ－２３（第４８７図）
位置　調査区中央部�１３�２区を中心に位置している。

確認状況　表砂を７�除去後，標高約５�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦である。

規模と施設　北西部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北５�，東西４�だけ確認できた。第

５０５号土坑が構築されている。

生活面　厚さ約２～１０��の黒色土を貼り付けて構築されている。土層断面図中，第３層は黒色土�層，第４

層は黒色土�層である。

第４８６図　第２５号整地面出土遺物実測図
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土坑　長軸１．７�，短軸１．４�の隅丸長方形で，南部に位置している。底面からは炭化材や礫が検出されてい

る。

第２８号整地面　４区ＨＫ－２５（第４８８～４９０図）
位置　調査区北部�１３�３区を中心に位置している。

重複関係　西部の上層には第１９号整地面が位置している。

確認状況　表砂を約７�除去後，標高約３．７～３．９�から黒色土面を確認した。上面は北部に向かって緩やかに

傾斜している。黒色土の周辺からは土坑が確認され，本跡の下層から，第１０１号土壙墓が確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北９�，東西３�の南北に延びる不定形である。北部には第４９８号土坑，東部

には第４９７・４９９・５１４号土坑，南部には第５０４号土坑が構築されている。

生活面　３層に分層される。上層が厚さ２～６��の黒色土�層，下層が厚さ最大３０��の黒色土�層と砂�

層である。

ピット　１５か所。�１～�７の深さは３２～６６��で，黒色土面の東側に位置している。�８～�１５の深さは１５～

５０��で，黒色土面の北側に位置している。いずれも性格不明である。

土坑（第４８９図）　５基とも砂を掘り込んで構築されている。第４９８号土坑は黒色土面の北側，第４９７・４９９・５１４号土坑

は黒色土面の東側，第５０４号土坑は黒色土面の南側に位置している。第５０４号土坑の底面からは灰層が確認された。

第４８７図　第２７号整地面実測図
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第４８８図　第２８号整地面実測図
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遺物出土状況　土師質土器片２４点（皿１，内耳鍋２２，鉢１），陶器片４点（甕），金属製品３点（古銭）が出土

している。１４４０・１４９７は黒色土面中央部の覆土中，１４９８・１４９９は南部の砂層からそれぞれ出土している。出土

古銭はいずれも銭文が不鮮明である。

第４８９図　第２８号整地面土坑土層・断面図
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第２９号整地面　４区ＨＫ－２９（第４９１～４９３図）
位置　調査区中央部�１３�３区を中心に位置している。

第４９１図　第２９号整地面実測図
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確認状況　表砂を５．５�除去後，標高約８．７�から第１次面である黒色土面を確認した。西に向かって傾斜して

おり，黒色土面から土坑１基が確認された。下層から第２・３次面の黒色土面が確認され，鹹水槽や焼砂，灰

の広がる範囲が確認された。

規模と施設　西部が大きく削平されており，黒色土の範囲は１次面が南北１６�，東西８�，第２次面が南北

１４�，東西８�，第３次面が南北７．５�，東西５．５�，第４次面が南北１６�，東西８�が確認できた。第１６１号粘

土貼土坑は第２次面，第２１号土坑は第１次面から確認されている。

生活面　黒色土の厚さは第１次面が６～１８��，第２次面が１０～３８��，第３次面が最大で２６��，第４次面が最

大で１０��である。土層断面図中，第３層は黒色土�の主体の層，第８層は焼砂層，第９層は灰層である。第

１次面と第２次面の間には３０��の砂�層が入っている。

土坑（第４９２図）　第１６１号粘土貼土坑は東部の砂層中で，第２次面とほぼ同じ標高から検出された。平面形は

長軸約３．５�，短軸約３�の隅丸長方形で，深さは１．５�である。土層断面図から，長軸方向を拡張し，造り替

えを行っていると考えられる。第２１号土坑は第１次面中から検出され，底部のみの残存であった。

遺物出土状況　土師質土器片１９点（皿１，内耳鍋１８），陶器片１

点（皿）が出土している。１５９１は３次面の覆土中から出土して

おり，高台内には「×」と朱書きされている。高台は露胎で，

明代の製品と推測される。土師質土器片は細片のため，図示で

きなかった。

第４９２図　第２９号整地面粘土貼土坑・土坑土層図

��������	
����������

3

3

3

3

3

7

7

3

2

SN161

SK21

D
8.8m

F 9.0m

E 8.8m

1591

第４９３図　第２９号整地面出土遺物実測図

1591 2.4 4.4 15C PL38



―４０７―

第３０号整地面　４区ＨＫ－３１（第４９４～４９７図）
位置　調査区中央部�１２�０区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約４�除去後，標高約３．９�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦である。

規模と施設　黒色土の範囲は狭く，南北３�，東西４．５�だけである。炉３基，土坑５基が構築されている。

生活面　単一層である。黒色土�が主体で，黒色土の厚さは６～８��である。

炉（第４９５図）　第１・２号炉は黒色土面，第３号

炉は南西部の砂層から確認されている。第１・２

号炉は厚さ５��の黒色土を貼り付けて構築され

ている。第１号炉は第２号炉より新しく，第１号

炉の底面から焼砂が確認されている。第３号炉の

底面の厚さは２��で，焼砂が確認されている。

土坑（第４９６図）　第１２３号土坑は黒色土面，第１１３・１１８・１１９・１２４号土坑は南西部の砂層から確認されている。第

１１８号土坑の底面には粘土層が確認されている。第１１３号土坑は厚さ５��の黒色土を貼り付けて構築されてい

る。

第４９４図　第３０号整地面実測図
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遺物出土状況　土師質土器片３点（皿２，内耳鍋１），陶器片１点（皿），金属製品３点（古銭）が黒色土面か

ら出土している。１６８６の五輪塔空風輪部は第１１３号土坑，貝片は第１２４号土坑から出土している。１６０４は黒色土

面から出土しており，体部から口縁部にかけての折縁深皿の破片である。１６０５～１６０７の３枚は黒色土面中から

出土しており，１６０６の「永樂通寳」が最新銭である。

第４９６図　第３０号整地面土坑土層図
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第３１号整地面　２区ＳＸ－３（第４９８～５００図）
位置　調査区中央部�１１�８区を中心に位置している。

確認状況　表砂を３�除去後，標高約５．２～５．４�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であるが，西部が

やや緩やかに傾斜している。南西部からは焼土が検出された。

規模と施設 黒色土の範囲は南北７．５�，東西７�の不定形である。第１６号土坑が構築されている。

生活面　厚さ約４～２０��の黒色土を貼り付けて構築されている。土層断面図中，第３層は構築された黒色土

�層である。

ピット　１か所。深さ１１��で，性格不明である。

土坑（第４９９図）　第１６号土坑は，長径１．４�，短径１．３�の不定形で�南西部に位置している。

第４９８図　第３１号整地面実測図
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遺物出土状況　土師質土器片６点（皿２，内耳鍋４），陶器片１点

（皿），礫１点が出土している。１７４５は南西部の黒色土中から出土

しており，瀬戸・美濃産である。底部には輪トチン痕が確認さ

れ，大窯Ⅲ期の製品と推測される。土師質土器片は細片のため図

示できなかった。

第３２号整地面　２区ＳＸ－８（第５０１～５０４図）
位置　調査区中央部�１１�１区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約４�除去後，標高約４．３～４．４�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，焼砂と土坑

３か所，ピット２か所が確認された。

規模と施設　西部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北８�，東西４．５�だけが確認された。

第２２３・２２４・２２６号土坑が構築されている。

生活面　２層に分層される。上層が厚さ４��の黒色土�層，下層が厚さ２～１０��の黒色土�層である。北部

は締まりのある黒色土�層で，高まりをもっている。

ピット　２か所。深さは４３��と３９��で，性格不明である。

土坑（第５０１図）　３基とも粘土で構築され，底部だけが検出された。なお性格については不明である。

第５０１図　第３２号整地面土坑土層図
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第５００図　第３１号整地面出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師質土器片４６点（皿），陶器片１点（皿），礫１点，金属製品７点（耳金１，古銭５，不明１）

が中央部の黒色土�層を除去した層から出土している。１８０３～１８０６はほぼまとまって出土している。これらの

底部は回転糸切り痕を残し，内面底部には指ナデ痕も見られる。１８０８～１８１２はまとまって出土しており，５枚

とも「永樂通寳」で，銭文は鮮明である。

第５０３図　第３２号整地面出土遺物実測図（１）
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第５０２図　第３２号整地面実測図
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第３３号整地面　３区ＳＸ－３（第５０５～５０８図）
位置　調査区北部�１３�２区を中心に位置している。

第５０５図　第３３号整地面実測図

��������	
��������������

1808 1809 1810 1811 1812

第５０４図　第３２号整地面出土遺物実測図（２）
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確認状況　表砂を約３�除去後，標高約５．３�から土坑３基を確認した。２０��下層からは小範囲の黒色土面が

確認された。

規模と施設　黒色土面の範囲は，南北３．６�，東西２．５�である。第１～３号土坑が構築されている。

生活面　第１号土坑を構築する際に整地された厚さ約２０��の黒色土�層と下層の厚さ４��の黒色土�層から

なる。

土坑（第５０６図）　第１・２号土坑は第１次面，第３号土坑は第２次面から検出された。第２号土坑は第３号土

坑を造り替えたものである。第１号土坑は厚さ６��，第２・３号土坑は厚さ１０��の黒色土で構築されている。

灰や焼砂は検出されていない。

遺物出土状況　土師質土器片１１２点（皿９，内耳鍋１０３），陶器片１点（皿），石器２点（砥石），金属製品１４点

（古銭）が遺構内から散在して出土している。１８２１は瀬戸・美濃産で第２次面下から出土している。１８２６～

１８３１・１８３８は黒色土�層中，１８３２～１８３７は第２次面下から出土している。古銭の中で，１８３０の「永樂通寳」が

最新銭である。

第５０６図　第３３号整地面土坑土層図
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第５０７図　第３３号整地面出土遺物実測図（１）［古銭は原寸大］
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第５０８図　第３３号整地面出土遺物実測図（２）
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第５０９図　その他の整地面出土遺物実測図（１）［古銭は原寸大］
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第５１０図　その他の整地面出土遺物実測図（２）
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（２）貝集積地

　　　当遺跡では，地点貝塚が４７か所確認されている。それらには捨てられた貝と目的をもって集められた貝

が混在していると考えられることから，これらの遺構を貝集積地という呼称で統一した。

　　　貝種の和名，分類及び記載の順序は，原則として『エコロン自然シリーズ貝』に拠った。また，貝種組

成の分析については，主に重量で表した。多板綱及び複足綱については殻頂数を記載し，二枚貝綱につい

ては，右殻左殻のそれぞれについて殻頂の数を求めた。殻頂の残存状態によっては，左右の合計数で記載

した。細かく破砕されたものについては，貝種の判別が困難なものもあった。

第１号貝集積地　２区��－１（第５１１図）
位置　調査区中央部の�１１�４区に位置している。
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確認状況　表砂を２�除去後，標高４．５ｍで貝を確認した。

規模と形状　長径２�，短径１．２�の不整楕円形で，長径方向は�－５°－�である。貝層は最も厚いところで

１４��である。

遺物出土状況　土師質土器５点（内耳鍋）が出土している。１６０８は貝層中に確認され，接合したものである。

第２号貝集積地　２区ＳＭ－２（第５１２図）
位置　調査区北部の�１１�４区に位置している。

確認状況　表砂を１．７�除去後，標高５�で貝を確認した。

規模と形状　長径１．１�，短径０．７ｍの不整楕円形で，長径方向は

�－４５°－�である。貝層は最も厚いところで７��である。

第３号貝集積地　２区��－３（第５１３図）
位置　調査区中央部の�１１�５区に位置している。
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第５１２図　第２号貝集積地実測図
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確認状況　表砂を１．９�除去後，標高４．９�で貝を確認した。

規模と形状　長径０．７�，短径０．４�の不整楕円形で，長径方向は�－１４°－�である。貝層は最も厚いところ

で４��である。

第８号貝集積地　２区��－８（第５１４図）
位置　調査区中央部の�１３�１区で，第１５号鹹水層の西側１�に位置している。

確認状況　表砂を１．８�除去後，標高７．８�で貝を確認した。

規模と形状　長径０．７�，短径０．５�の不整楕円形で，長径方向は�－４８°－�である。貝層は最も厚いところ

で１４��である。

第１７号貝集積地　２区��－１７（第５１５図）
位置　調査区南部の�１１�６区で，第１０号整地面の東側６�に位置している。

確認状況　表砂を２．２ｍ除去後，標高５．５ｍで貝を確認した。

規模と形状　長径２．３ｍ，短径１．４ｍの不整楕円形で，長径方向は�－５０°－�である。貝層は最も厚いところ

で１０��である。

��������	
����

第５１５図　第１７号貝集積地実測図
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第１８号貝集積地　２区��－１８（第５１６図）
位置　調査区南部の�１１�７区で，第１０号整地面の東側６�に位置している。

確認状況　表砂を２．５�除去後，標高５．６�で貝を確認した。

規模と形状　長径３．１�，短径１．７�の不整楕円形で，長径方向は�－０°である。貝層は最も厚いところで

１１��である。

第２２号貝集積地　２�区��－１（第５１７図）
位置　調査区南部の�１１�９区で，２区第１号鹹水層の南西４�に位置している。
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第５１６図　第１８号貝集積地実測図
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確認状況　表砂を１．８�除去後，標高５．９�で貝を確認した。

規模と形状　長径１．１�，短径０．９�の不整楕円形で，長径方向は�－７０°－�である。貝層は最も厚いところ

で１４��である。

第２３号貝集積地　３区��－１（第５１８図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第２４号貝集積地の南東側２�に位置している。

確認状況　表砂を１．８�除去後，標高６�で貝を確認した。

規模と形状　長径０．９�，短径０．９�の円形である。貝が平面的に散布された状態であった。

遺物出土状況　貝に混じって，土師質土器片４点（内耳鍋）が出土している。

第２４号貝集積地　３区��－２（第５１９図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第２３号貝集積地の北

西側２�に位置している。

確認状況　表砂を１．４�除去後，標高５．８�で貝を確認

した。

規模と形状　長径２�，短径１．５�の不整楕円形で，

長径方向は�－５８°－�である。貝層は最も厚いとこ

ろで１０��である。
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第５１８図　第２３号貝集積地・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師質土器片１０点（内耳鍋７，鉢３），陶器片２点（鉢），鉄製品１点（不明）が貝層中から出

土している。１６１５は，本跡の南東側からの出土である。

第２５号貝集積地　３区��－３（第５１９図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第２３号貝集積地の北西側２�に位置している。

確認状況　表砂を１．７�除去後，第２４号貝集積地の下層０．３�の標高５．５�で貝を確認した。

規模と形状　長径２�，短径０．８�の不定形で，長径方向は�－７°－�である。貝が平面的に散布された状態

であった。

遺物出土状況　貝に混じって，石器１点（砥石），鉄製品１点（耳金ヵ）が出土している。１６１７は，使用面が４

面ある。
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第５１９図　第２４・２５号貝集積地・出土遺物実測図
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第２８号貝集積地　４区��－４（第５２０図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第２９号貝集積地の南側７�に位置している。

確認状況　表砂を５．８�除去後，標高５．３�で貝を確認した。

規模と形状　長径１．９�，短径１．４�の不定形で，長径方向は�－４１°－�である。貝層は最も厚いところで

１２��である。

遺物出土状況　礫１点が出土している。

第２９号貝集積地　４区��－６（第５２１図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第２８号貝集積地の北側７�に位置している。

確認状況　表砂を５．６�除去後，標高５．１�で貝を確認した。

規模と形状　長径１．２�，短径１�の不定形で，長径方向は�－２１°－�である。貝層は最も厚いところで７

��である。
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第５２０図　第２８号貝集積地実測図
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第３０号貝集積地　４区��－７（第５２２図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第２９号貝集積地の北側２�に位置している。

確認状況　表砂を５．１�除去後，標高５．１�で貝を確認した。

規模と形状　長径１�，短径０．８�の不定形で，長径方向は�－２２°－�である。貝層は最も厚いところで８

��である。

第３１号貝集積地　４区��－８（第５２３図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第３２号貝集積地の北西側

６�に位置している。

確認状況　表砂を３．８�除去後，標高４．９�で貝を確認し

た。

規模と形状　長径１．５�，短径１．２�の不定形で，長径方向

は�－６４°－�である。貝層は最も厚いところで７��で

ある。

第５２３図　第３１号貝集積地実測図
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第３２号貝集積地　４区��－９（第５２４図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第３１号貝集積地の南東側６�に位置している。

確認状況　表砂を４．７�除去後，標高４．３�で貝を確認した。

規模と形状　長径１．４�，短径１．１�の不整楕円形で，長径方向は�－２７°－�である。貝層は最も厚いところ

で８��である。

遺物出土状況　土師質土器片８点（皿７，内耳鍋１）とともに，小礫が２．２８��，炭化物が少量出土している。

第３８号貝集積地　４区��－１５（第５２５図）
位置　調査区北部の�１３�５区で，第４３号貝集積地の北側７�に

位置している。

確認状況　表砂を７�除去後，標高４．６�で貝を確認した。

規模と形状　長径０．５�，短径０．３�の不整楕円形で，長径方向

は�－５８°－�である。貝層は最も厚いところで１０��である。
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第５２４図　第３２号貝集積地実測図
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第４３号貝集積地　４区��－２１（第５２６図）
位置　調査区北部の�１３�５区で，第３８号貝集積地の南側７�に位置している。

確認状況　表砂を８．５�除去後，標高５�で貝を確認した。

規模と形状　長径１．５�，短径１．４�の不定形で，長径方向は�－７°－�である。貝が平面的に散布された状

態であった。

第４４号貝集積地　４区��－２２（第５２７図）
位置　調査区北部の�１２�９区で，第４６号貝集積地の南東側２０�に位置している。

確認状況　表砂を９．４�除去後，標高４．７�で貝を確認した。
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第５２６図　第４３号貝集積地実測図
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第５２７図　第４４号貝集積地実測図
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規模と形状　長径０．６�，短径０．５�の楕円形で，長径方向は�－９°－�である。貝層は最も厚いところで

１０��である。

遺物出土状況　貝層中から土師質土器片１２点（内耳鍋），礫３点が出土している。

第４６号貝集積地　４区��－２５（第５２８図）
位置　調査区北部の�１２�６区で，第４４号貝集積地の北西側２０�に位置している。

確認状況　表砂を６．３�除去後，標高４．２�で貝を確認した。

規模と形状　長径２．３�，短径２．３�の不定形で，長径方向は�－２°－�である。貝が平面的に散布された状

態であった。

��������	
�

第５２８図　第４６号貝集積地実測図
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（３）溝跡

　　　今回の調査で，溝５条を確認した。ここでは，製塩跡や建物跡などに付属しない第５号溝について記載

する。

第５号溝跡 ４区��－３（第５２９図）
位置　調査区中央部�１２�８区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約８�除去した標高５．８�から確認された。

規模と形状　確認できた長さは約５�で，さらに北へ延びると推測される。上幅０．３～０．７�，下幅０．１２～

０．２８�で，深さは２０～４０��である。底面の形状は中央が�字状で，それ以外は皿状を呈している。覆土は砂

�が主体である。

所見　時期は，出土遺物がなく不明である。

���������

第５２９図　第５号溝跡実測図
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（４）土坑

　　　今回の調査で，製塩跡や建物跡などに組み込まれない２４６基の土坑が確認された。そのうち遺物が出土

している４基を取り上げ，その他の土坑については一覧表で示す。

第１９号土坑（第５３０図）
位置　調査区北部�１３�３区に位置している。

確認状況　表砂を２�除去した標高約５�から確認さ

れた。

規模と平面形　径１．４�の円形で，深さは１５�である。

底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上がっている。土坑は

厚さ３��の黒色土で構築され，壁部がやや厚くなって

いる。

遺物出土状況　金属製品１点（笄）が出土している。竿

部は欠損している。

所見　出土した笄の胴部には繊維が付着しており，廃棄

当時は布などに覆われていたものと推測される。本跡は

性格・時期ともに不明である。

第３６号土坑（第５３１・５３２図）
位置　調査区北部�１２�０区に位置している。北へ約１�の位置

には第３０～３５号土坑（３区）が確認されている。

確認状況　表砂を約３�除去した標高約４．１�から確認された。

規模と平面形　長径１．８�，短径１．６�の楕円形で，深さは約

６０��である。覆土は１層で，砂�が主体である。

遺物出土状況　陶器１点（皿），石器２点（砥石）が出土してい

る。１６６６～１６６８は覆土中から出土している。１６６６は瀬戸・美濃

産で古瀬戸後Ⅳ期の製品と推測される。

所見　出土遺物は覆土である砂�ともに，流れ込んだものと考

えられる。
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第１２５号土坑（第５３３・５３４図）
位置　調査区中央部�１２�８区に位置している。約１�上層には第３０号整地面が確

認されている。

確認状況　表砂を約１０�除去した標高約３．９�から確認された。

規模と平面形　平面形は長径約０．７�，短径０．５�の楕円形で，深さは１０��であ

る。黒色土�が主体である。

遺物出土状況　陶器１点（甕）が逆位で出土している。常滑産の５型式と推測さ

れる。

所見　甕は出土状況から，何らかの理由で埋められたものと推測されるが，共

伴遺物もなく詳細については不明である。
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第５３４図　第１２５号土坑出土遺物実測図
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第５０２号土坑（第５３５図）
位置　調査区北部�１３�３区に位置している。

確認状況　表砂を約８�除去した標高約３．９�から確認された。

規模と平面形　長径１．８��短径０．９�の隅丸長方形で，深さは約４０��である。覆土は１層で，黒色土�が主体

である。

遺物出土状況　陶器１点（香炉）が覆土中から出土している。１７４１は口縁部片で，古瀬戸後期Ⅳ段階の製品と

推測される。

所見　出土遺物は覆土である黒色土�ともに，流れ込んだものと考えられる。

���������	
���������

80 51687 31.922.7 15.0 13C

���������

第５３５図　第５０２号土坑・出土遺物実測図
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（５）ピット群

　　調査区の北部からピット群１か所が確認されている。同じ標高でピット群に含まれる土坑も確認されて

いることから，同じ項内で報告する。なお，土坑の計測値はその他の土坑でまとめて報告する。

ピット群（第５５４～５５７図）
位置　調査区北部�１３�２～�１３�４区に位置している。

確認状況　表砂を７．５�ほど除去した標高３．２�から，ピット７７基を確認した。以下，各ピットの規模を表にま

とめる。
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第５５４図　ピット群・土坑実測図
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規模　ピットが検出されたのは南北１２．６�，東西１０．６�の範囲である。ほぼ同標高で，土坑１７基（第４７７～４８３・

４８５～４９１・４９３・４９４・５１６号土坑）が確認され，これらは砂を掘り込んで構築されたものである。
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第５５５図　ピット群・土坑断面図

第５５６図　ピット群・土坑出土遺物実測図（１）
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遺物出土状況　遺物はピット群から出土していないが，土師質土器の皿と天目茶碗片が第４８７号土坑，古銭は

第４７７・４７８・４８０・４８２・４８８・４９０号土坑，石鏃が第４７８号土坑から出土している。
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第５５７図　ピット群，土坑出土遺物実測図（２）
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所見　ピット群は，最初に遺構が構築されたと推測される黒色土面を除去した層から確認されている。各ピッ

ト間に配列の規則性がなく，建物跡を想定することができなかったため，性格不明のピット群とした。土坑に

ついても，性格は不明である。

（６）集石

　　今回の調査で，細礫や中礫が集石された遺構が６か所確認された。顕著に確認された集石４か所をここ

で報告し，その他の集石は一覧表で報告する。

第１号集石　２区集石－１（第５５８図）
位置　調査区中央部�１３�１区に位置している。北東には第２号鹹水槽（２区）が確認されている。

確認状況　表砂を２．５�除去した標高約８．４�の砂�層中から，細礫が多量に検出された。

規模と平面形　礫が確認された範囲は南北１�，東西０．８�の楕円形である。各層の厚さは，砂�層が１０��，

下層の黒色土�層が最大で１２��，黒色土�層が最大で１５��である。

所見　検出された細礫は，近隣に位置する鹹水槽や釜屋で使用される前か使用された後，何らかの理由で集石

された可能性が高い。時期は，出土遺物がなく不明である。
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第５５８図　第１号集石実測図
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第３号集石　２区集石－３（第５５９図）
位置　調査区中央部�１２�８区に位置している。

確認状況　表砂を２．５�除去した標高約８．２�の黒色土�層上から，細礫が多量に検出された。

規模と平面形　礫が確認された範囲は南北０．５�，東西０．４�の不整楕円形である。層の厚さは砂�層が最大で

１０��である。細礫が確認された下層の黒色土�層は最大で１２��，黒色土�層は最大で１５��である。

所見　検出された細礫は，近隣に位置する鹹水槽の補強材や釜屋内で使用される前か使用された後，何らかの

理由で廃棄された可能性が高い。時期は，出土遺物がなく不明である。

第５号集石　３区集石－１（第５６０図）
位置　調査区北部�１３�１区に位置している。

確認状況　標高約５．５�から，礫片と土師質土器片が検出された。
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第５５９図　第３号集石実測図

第５６０図　第５号集石・出土遺物実測図
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規模と平面形　礫が確認された範囲は南北１．５�，東西１�である。

遺物出土状況　土師質土器片１５点（皿１２，内耳鍋３），金属製品１点（古銭）が出土している。１８６８は中礫の出

土範囲内の南部から破砕された状態で出土した。１８６９は元符通寳で，初鋳年は１０９８年である。

所見　出土状況から廃棄された礫と考えられるが，他の遺構との関係もなく詳細は不明である。出土遺物が少

なく，時期は不明である。

第６号集石　４区集石－１（第５６１図）
位置　調査区中央部�１２�８区に位置している。

確認状況　表砂を２．５�除去した標高約８�から，細礫が多量に検出された。

規模と平面形　礫が確認された範囲は南北が０．８�，東西が０．６�の長方形である。礫は厚さ２０��の砂�層の

中から確認された。

遺物出土状況　陶器１点（志野焼丸皿）が礫層のほぼ上層から斜位で出土している。細礫の数は約１１０個にのぼ

り，花崗岩や凝灰岩など種類が様々である。表面に火熱痕は確認されなかった。

所見　検出された細礫は，廃棄されたものと推測される。出土した丸皿は堆積した砂�層とともに流れ込んだ

可能性が高い。

第５６１図　第６号集石・出土遺物実測図
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（７）遺物集中地点

　　大小様々な礫と遺物が集中して出土した遺構１基を確認した。以下，その概要を遺物集中地点として記

述する。

遺物集中地点（第５６２・５６３図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第１７号建物跡の南側４�に位置している。

確認状況　表砂を６．２�除去後，標高３．６�で不規則に並ぶ礫を確認した。

規模と形状　礫の集中している範囲は南北に９�，東西に８�である。中央から北東と北西に向かって不規則

に配されている。

覆土　５層に分層され，第２層の砂�と第４層の黒色土�が交互に重なって堆積している。それぞれの層には

砂�の含有が見られる。これらはレンズ状の堆積状況で，周囲から砂が流入した様相を呈しており，自然堆積

と考えられる。

遺物出土状況　弥生土器片１点（壺），土師質土器片４００点（小皿４，皿４８，香炉４２，内耳鍋３０６），陶器片１点

（甕），磁器片１点（碗），土製品３点（瓦），石器１６点（火打石１５，石臼１），石製品１点（硯），軽石４点，鉄

製品１１点（釘１，不明１０），古銭６枚，銅製品１点（不明），骨角製品１点（サイコロ），人骨の頭骨片や椎骨・

四肢骨片，鯨の椎骨片，馬の歯，犬の下顎骨などが確認されており，これらは礫に混じって散在した状態で出

土している。

所見　礫は自然に堆積したと考えられる砂の上層に配されており，明確な規則性は見受けられないが，おおむ

ね�字状に並んでいる。礫の総数は８７２個で，最大長が２０��以上の礫は２０個，１０～２０��の礫は２６９個，１０��以

下の礫は５８３個であった。確認された礫のほとんどが砂岩で，花崗岩や泥岩も若干混じっている。砂岩は火を

受けているものが多い。遺物や礫の出土状況から，使わなくなったものや礫，動物の遺骸を窪地に廃棄した可

能性が高い。
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第５６２図　遺物集中地点実測図
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第５６３図　遺物集中地点出土遺物実測図［古銭は原寸大］
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（８）埋納遺構

　　　古銭が埋納されていた遺構１基を確認した。以下，その概要を埋納遺構として記述する。

埋納遺構（第５６４～５８１図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第１９号建物跡の北側３�に位置している。

確認状況　表砂を７．１�除去後，標高４�で古銭を確認した。掘り込みは確認できなかった。

規模と形状　古銭の束４本が縦に１３��の高さで，下側に１本が斜位で埋納されていた。容器あるいは袋物に

入っていたかについては，確認できなかった。

遺物出土状況　古銭３６６枚が，８６枚，９７枚，９７枚，３２枚，５４枚の緡状態で出土している。さらに，本跡の北東

側０．５�の位置で１５枚が確認されている。

所見　錆で付着した古銭の方孔内には，繊維がわずかに確認でき，紐で１緡が８６枚，９７枚に束ねられていたと

判断できる。なお，３２枚と５４枚の古銭については，３２枚の古銭が斜位で確認されているため，８６枚の１緡の内

３２枚部分が埋納後崩れ，５４枚部分が縦に残存していたとも推測される。このことから８６枚と９７枚がそれぞれ２

緡ずつ埋納されていたと考えることも可能である。判読できた古銭の中で，最新銭は宣徳通寳（１４３３年）であ

る。なお，北側０．５�の位置で出土している１５枚が３６６枚の古銭とともに埋納されていたかについては，不明で
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ある。古銭が埋納されていた周りは砂�と黒色土�で，客土と考えられる層である。掘り込みの有無が確認で

きなかったことと，本跡を含む２か所から古銭が確認されていることから，客土とともに砂の中に納められた

と考えられる。また，本跡の南側に近接して第１９号建物跡が確認されており，第１９号建物跡に付随するもので

あったことも否定できない。

第５６５図　埋納遺構出土遺物実測図（１）［古銭は原寸大］
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第５６４図　埋納遺構実測図
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第５６６図　埋納遺構出土遺物実測図（２）［古銭は原寸大］
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第５６７図　埋納遺構出土遺物実測図（３）［古銭は原寸大］
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第５６８図　埋納遺構出土遺物実測図（４）［古銭は原寸大］
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第５６９図　埋納遺構出土遺物実測図（５）［古銭は原寸大］
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第５７０図　埋納遺構出土遺物実測図（６）［古銭は原寸大］
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第５７１図　埋納遺構出土遺物実測図（７）［古銭は原寸大］
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第５７２図　埋納遺構出土遺物実測図（８）［古銭は原寸大］
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第５７３図　埋納遺構出土遺物実測図（９）［古銭は原寸大］
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第５７４図　埋納遺構出土遺物実測図（１０）［古銭は原寸大］
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第５７５図　埋納遺構出土遺物実測図（１１）［古銭は原寸大］
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第５７６図　埋納遺構出土遺物実測図（１２）［古銭は原寸大］
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第５７７図　埋納遺構出土遺物実測図（１３）［古銭は原寸大］
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第５７８図　埋納遺構出土遺物実測図（１４）［古銭は原寸大］
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第５７９図　埋納遺構出土遺物実測図（１５）［古銭は原寸大］
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第５８０図　埋納遺構出土遺物実測図（１６）［古銭は原寸大］
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第５８１図　埋納遺構出土遺物実測図（１７）
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（９）不明遺構

　　ここでは，粘土や黒色土が確認されているが，性格付けが難しいものを不明遺構として扱った。なお，第

１２～１４号不明遺構は，輸送道路設備のため茨城県教育庁文化課が試掘調査を実施した。

第１号不明遺構　２区ＳＸ－１（第５８２図）
位置　調査区中央部�１１�２区を中心に位置している。

確認状況　粘土の範囲と礫が確認された。

規模と施設　粘土の範囲は長軸２．２�，短軸１．５�の不定形である。

遺物出土状況　土師質土器片４点（皿３，内耳鍋１），石器１点（砥石），礫２点が出土している。１７４３は南部

の粘土層の中から出土している。土師質土器片は細片のため図示できなかった。

所見　砥石は竈の袖部材の可能性が高かったので，竈として調査をしたが，焼砂や炭化材，灰などが検出され

なかったことから，不明遺構とした。
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第５８２図　第１号不明遺構・出土遺物実測図

※緡１～４�２は，それぞれ上から確認された順に番号を付し，拓図を示した。
※緡４�１�２には同一銭種が複数枚続いているところが数か所もある。緡にした人物の意図が働いたのか。
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第２号不明遺構　２区ＳＸ－４（第５８３～５８５図）
位置　調査区中央部�１１�７区を中心に位置している。

確認状況　表砂を２�ほど除去した標高５～５．３�の位置から，黒色土面を確認した。南東部には楕円形の落

ち込み部が見られ，北西部には粘土貼土坑と土坑が確認された。北部には第２号溝が確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北約１２�，東西約１０．５�の不定形である。黒色土の厚さは上層の黒色土�層が

８～１０��，下層の黒色土�層が８～３０��である。さらに下層の砂�層の厚さは最大で３０��である。

��������	�
���������

第５８３図　第２号不明遺構実測図
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土坑（第５８４図）２基とも北西部に構築されている。第１３号粘土貼土坑は粘土層の厚さが７～１０��，黒色土�

層が５��である。覆土は砂�が主体で自然堆積の層である。第３１号土坑の黒色土の厚さは底部が５��，壁部

が２０��である。

遺物出土状況　土師質土器片１０点（皿６，内耳鍋４），陶器片１点（甕），石器１点（石斧），丸瓦片１点が覆土

中から出土している。１７５２は粘板岩，１７５３は小片であるが穿孔されている。

所見　黒色土で整地され，土坑を伴う。炉跡や柱穴が検出されなかったので，不明遺構としたが構築途中の釜

屋の可能性も考えられる。また，北部で確認された溝状の落ち込みの用途についても不明である。
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第５８４図　第２号不明遺構土坑土層図

第５８５図　第２号不明遺構出土遺物実測図
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第３号不明遺構　２区ＳＸ－６（第５８６・５８７図）
位置　調査区中央部�１１�４区を中心に位置している。

確認状況　表砂を２．５�ほど除去した標高約５�の位置から，黒色土面を確認した。黒色土を除去すると，多

量の土師質土器片が出土した。

規模と施設　黒色土の範囲は一辺が約３．２�の不整円形である。黒色土は黒色土�層が主体で，厚さは１２～

２０��であり，整地層と考えられる。

遺物出土状況　土師質土器片２３点（皿１９，内耳鍋３，擂鉢１），金属製品３点（ １，古銭２）が出土している。

１７５４・１７５６・１７６３は中央，１７５５・１７５８～１７６１は南部の黒色土中から出土している。土師質土器の小皿は底部が
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第５８６図　第３号不明遺構実測図
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第５８７図　第３号不明遺構出土遺物実測図
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すべて回転糸切り痕，内面底部は指ナデ痕を残している。１７６２は「至大通寳」で，１７６３は「皇宋通寳」である。

所見　図示できなかった出土遺物も含めて，これらは廃棄されたものと考えられる。

第８号不明遺構　４区ＳＸ－１（第５８８・５８９図）
位置　調査区中央部�１２�７区を中心に位置している。東部には第１１号不明遺構が確認されている。
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第５８８図　第８号不明遺構実測図
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確認状況　表砂を８�ほど除去した標高５．９�の位置から，黒色土面を確認した。中央部の砂�層を除去した

ところ，楕円形のくぼみを確認した。

規模と施設　黒色土の範囲は南北約８．５�，東西約５．７�が確認された。黒色土は西部に延びていると推測され

る。黒色土の厚さは，南部で２６��，中央の落ち込み部で１０��である。

遺物出土状況　土師質土器片７点（皿４，内耳鍋３），礫片２点が覆土中から出土している。

所見　黒色土で整地され，中央部の落ち込みが確認されたことから，釜屋の可能性が高いとして調査を行った

が，落ち込み部に灰や焼砂が検出されないことから，不明遺構とした。あるいは構築途中の釜屋であった可能

性も考えられる。東部で確認された第１１号不明遺構との関連も考えられるが，詳細は不明である。

第９号不明遺構　４区焼土－１（第５９０・５９１図）
位置　調査区中央部�１３�１区を中心に位置している。

確認状況　表砂を５�ほど除去した標高１１�の位置から，ローム土を基層に，赤変硬化した焼土と粘土ブロッ

クの範囲を確認した。焼土を取り除くと礫片と赤変硬化した粘土ブロックが検出された。

規模と施設　焼土層と礫層は５面存在している。焼土層の範囲は５面とも一辺が２�の方形である。中礫が

検出されている範囲は，東部に集中している。第５次面では，焼土層の厚さは３０～９０��である。

遺物出土状況　金属製品９点（古銭２，不明７）が出土している。第１次面では焼土混じりの層から，火熱を

受けていない礫が出土している。第２～４次面では焼土混じりの層中から，火熱を受けた中礫が多数検出され

た。古銭の１８７０・１８７１は銭文が不鮮明で，銭種の判別ができない。

所見　火熱を受けた礫は竈などの構築材として使用されていたものが，崩落した可能性が高い。中央部のやや

落ち込んだ部分が燃焼部，東部の炭化材混じりの焼土が出土している部分が焚き口部と見られることから，炭

窯の可能性もある。
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第１０号不明遺構　４区焼土－２（第５９２・５９３図）
位置　調査区中央部�１３�５区を中心に位置している。

確認状況　表砂を５�ほど除去した標高９．５�の位置から，小範囲の焼砂層や灰を確認した。炭化材が，焼砂

層を囲むような状態で確認され，さらに灰や焼砂層の下からも釘や炭化材が出土している。

規模と施設　焼砂層や灰の範囲は南北０．７�，東西約１�である。焼砂層の厚さは最大で１０��，灰層は５��

である。

遺物出土状況　金属製品７点（釘ヵ）が出土している。１８７５～１８７８は焼砂層の中から，１８７２・１８７３は焼砂範囲

外の南側からそれぞれ出土している。

所見　釜屋跡の竈としては，焼砂層の範囲が狭すぎるため，不明遺構とした。火葬土坑とも想定したが，骨片

も確認されず，出土遺物が炭化した木片と釘だけであるため，焼却した場所という以外は不明である。
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第１１号不明遺構　４区灰散布地（第５９４図）
位置　調査区中央部�１２�９～�１２�９区に位置している。西部には第８号不明遺構，第２４１号鹹水槽が確認されて

いる。
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確認状況　表砂を２．５�除去した標高約５～５．６�から，灰状の散布面２か所が確認された。

規模と平面形　北部の灰の散布面は南北８�，東西５�，南部の散布面は南北５．５�，東西３．５�である。２か

所とも不定形で，灰層の厚さは最大で１２��である。

遺物出土状況　土師質土器片２２点（内耳鍋）が出土している。細片のため図示することができなかった。

所見　灰は植物焼却灰であるが，灰層中には炭化材などの混入物はない。ほぼ層厚を同じにし，水平な面を成

していることから，意図的に灰だけを散布した可能性が高い。性格については不明である。

第１２号不明遺構　１０区ＳＸ－１（第５９５図）
位置　調査区北部�１３�１区より北へ約１８０�，東へ約３０�を中心に位置している。

確認状況　標高８～８．５�から，黒色土面を確認した。中心には灰の範囲が確認されている。

規模と施設　東部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北軸９．５�，東西軸７�だけ確認するこ

とができた。第３層は黒色土�層で，厚さは最大で２４��である。下層には第３層の基部をなす第２・４・５

層がある。中央部の灰層の厚さは６～１６��である。

遺物出土状況　瓦質土器片１点（鉢）が出土している。細片のため図示することができなかった。

所見　出土遺物も少なく時期や性格は不明である。
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第１３号不明遺構　１１区ＳＸ－１（第５９６図）
位置　調査区南部�１４�５区を中心に位置している。

確認状況　標高６～６．４�から，黒色土面を確認した。黒色土面は中心から南北それぞれ緩やかに傾斜してい

る。

規模と施設　黒色土面はそれぞれ東西に延びると推測される。確認された黒色土の範囲は南北軸１４�，東西軸

８�である。中央部やや北寄りに土坑１基が確認されている。

黒色土面　第３層は黒色土�層で，厚さは最大で２４��である。上層には覆土である砂�・黒色土�層が，下

層は黒色土�・砂�層が堆積している。

所見　出土遺物もなく，時期や性格は不明である。
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第１４号不明遺構　１１区ＳＸ－２（第５９７・５９８図）
位置　調査区南部�１３�０区を中心に位置している。

確認状況　標高６．３～６．４�から黒色土面を確認した。西部には焼砂の範囲が確認されている。

規模と施設　確認された範囲は南北軸２７．６�，東西軸８．５�で，土坑１基，ピット１４か所が確認されている。

黒色土面はそれぞれ東西に延びると推測される。

黒色土面　第３層は黒色土�層で，厚さは５～１４��と非常に薄くなっている。上層は砂�・�層が堆積している。

ピット　１４か所。�１～�７は深さ２３～８７��で，上屋を支えた柱穴と考えられる。�８～�１４は深さ６２～９６��

で規則的な配置が見られないことから，性格不明である。
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遺物出土状況　土師質土器片４点（皿），石器３点（砥石２，石臼１），金属製品１点（古銭）が覆土中から出

土している。２７８７は完形で二次焼成を受けた痕が確認でき，２７８８は溝の摩耗が激しい。２７８９は「永樂通寳」で

ある。

所見　出土遺物も少なく，本跡の時期や性格は不明である。
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（１０）その他の出土遺物

　　 ここでは，当遺跡から出土した遺構に伴わない遺物をその他の出土遺物として記載する。なお，古瀬

戸の後期に比定される大皿が逆位で７枚重なった状態で，標高３．５�前後の砂�層中から出土している。
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第６１８図　その他の出土遺物実測図（２０）［古銭は原寸大］
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第４節　まとめ

１　はじめに

　　当遺跡を調査をするにあたっては，先に調査が行われた沢田遺跡の成果から，釜屋や鹹水槽などで構成さ

れる製塩跡や墓跡等の遺構や，土器や陶磁器類，さらに製塩跡に係る様々な遺物の出土が想定された。実

際，平成１５年度からの調査では，製塩跡の他，製塩などの生業に従事した人々が生活したと想定される建物

跡や墓跡，貝集積地や畝状遺構も確認された。そうした遺構からは土師質土器や陶磁器類，多量の古銭，硯

や石臼・茶臼などの石製品，火打金・笄・小刀などの金属製品，骨角製品など多種多様な遺物が出土した。

その結果，当遺跡は製塩を主な生業とする人々が生活を営んだ集落が砂中にパックされて残された生産遺跡

であることが明らかになった。村松虚空蔵堂文書などからも，この近辺にはかつて集落が存在していたこと

がうかがえる。

　　ここでは，確認された遺構と遺物の中から，遺跡の性格にかかわるいくつかの点を取り上げて検討を加

え，まとめとしたい。

２　遺構について

（１）釜屋跡

　　今回の調査では，標高約４～１０�の砂丘上から製塩跡が２１か所確認された。製塩跡は釜屋と鹹水槽で構

成され，釜屋跡２１か所，それに伴うと判断される屋内・外鹹水槽１９５基，土樋２条が検出されている。

　　釜屋は廃棄された後，場所を変えて新たに構築されたと考えられるが，出土遺物が少ないことから，釜

屋跡の時期決定ができなかった。しかし，当地が砂地であることから，遺構は下層から上層へと順次構築

されており，遺構同士の新旧関係は，土層断面で確認することが容易であった。

　　ここでは，確認された釜屋跡についてその構築法や形状，内部施設などに焦点をあて，�～�類に類型

する（第６２７図）。

＜�類＞：釜屋を構築する黒色土が方形で，一部張り出し部を有しているもの（第１・２・５・６・９～

１３・１７・１９・２０号釜屋跡）。

　　�類の特徴としては，釜屋を構築する黒色土の範囲が一辺約１５�の方形を呈し，黒色土の外側に，ロー

ム土と暗褐色土を版築状に積み重ねた層が巡っていることが確認されている。また，土層断面からも釜屋

内の黒色土面が一段高くなっていることが確認されており，これらを補強するために黒色土の外側にロー

ム土と暗褐色土を版築状に積み重ねて構築したものと考えられる。釜屋内の黒色土はほぼ平坦に貼り付け

られているが，土層断面からは竈や操業面など何回かの補修を行っていることがうかがえた。

　　内部施設には竈の他，南西部に長軸約２�，短軸約０．５�，南東部に長軸約２�，短軸１�の隅丸長方

形型の鹹水槽が２基構築されている。釜屋内の竈も一回ないし二回，黒色土を積み重ねて造り替えを行っ

ており，幾度か補修されながら操業を続けていたことがとらえられた。

　　また，�類には釜屋を構築する黒色土面の一部に，長方形の張り出し部を有しているものがあった。

　　この長方形の張り出し部は釜屋内への出入り口部と推測され，南東部あるいは西部に確認できる。

　　南東部は第１・２・５号，西部は第６・１３・１７・１９号釜屋跡である。前者は最初の遺構確認面に位置し

ていることから，当遺跡内の最終段階で操業されていたものと推測される。後者の第１３・１７号釜屋跡は同

一の場所で規模や形状をほぼ変えずに上層へと構築が続けられていることから，出入り口部を西部に設け
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る共通の構築法を踏襲していたといえる。第１３・１７号釜屋跡は当遺跡内では第２面目で確認されているこ

とから，後者である西部に出入り口部を有する釜屋の形態から，前者である南東部に出入り口部を有する

釜屋の形態へと構築法が変化していった可能性が高い。

　また，第１・２・１０号釜屋跡では釜屋を構築する黒色土面の範囲を変えている。第１号釜屋跡は範囲を

南部へ拡張，第２・１０号釜屋跡は逆に範囲を縮小させている。また，第９・１３・１７号釜屋跡は３軒，第１１・

１２・１９・２０号釜屋跡の４軒はほぼ同じ場所で重複していることが認められた。第１号釜屋跡は鹹水槽の南

部への造り替えに伴い，南部に拡張したと想定されるが，第２・１０号釜屋跡の縮小については，生産事情

によるものか明らかではない。製塩跡の配置は全体的に近接しており，その中でも製塩跡同士が２箇所で

重複していることから，製塩業がいくつかの単位で行われていたと考えられる。

　そうしたことがうかがえる遺構は，第１・２・５・６号製塩跡である。釜屋跡を含めた黒色土範囲から，

第１・２号製塩跡は同一の黒色土面に構築されており同時期の操業，第５・６号の間は釜屋を構築する黒

色土面が切断されていることから，操業時期に差があったと判断される。そのことは，第５号製塩跡の屋

外鹹水槽が海岸に近い東部に構築されているのではなく，北東方向に延びて構築されていることから，東

に位置する第６号製塩跡が第５号製塩跡より先行した時期に操業していた可能性が高いことからも指摘で

きる。屋外鹹水槽を含めた範囲を想定すると，最も高い地点に位置する第１・２・５・６号製塩跡が存在

したのは，当遺跡内で製塩が大規模に行われていた時期であると推測される。

＜�類＞：釜屋を構築する黒色土の範囲がほぼ長方形で，釜屋内に一段高くなる黒色土の壁や黒色土の外

側の版築状の層が確認されないもの（第３・８・２１号釜屋跡）。

　　釜屋内を構成する黒色土はほぼ平坦に貼り付けられており，第３・８号釜屋跡の平面形は長方形であ

る。第２１号釜屋跡は東部が調査区域外に延びているため，平面形が確認できなかった。第３・２１号釜屋跡

は標高が約５�代と低く，最下層から確認された釜屋跡といえる。第３・８号釜屋跡は標高で１�の差が

あるものの，釜屋内の竈の東部に屋内鹹水槽を１基設ける共通の構造となっている。第８号釜屋跡では釜

屋内の西部に円形のくぼみが確認できるが，底面からは焼砂や灰が検出されておらず，燃料となる木材の

置き場などが想定される。また，屋内鹹水槽も１基ないし２基と少なく，屋外鹹水槽を有してないことを

考えると，大規模な操業ではなかったことが考えられる。第３号釜屋跡が位置する場所は，調査区域内の

釜屋跡が集中する�類よりも南西へ約５０�と離れていることから，釜屋跡が新たに調査区域外の南西に延

びる一部か，あるいは，建物跡に付随した施設の一部と考えられる。

　　しかし，遺構全体図で明らかなように，製塩区域と建物区域が配置を異にしていることを考えると，建

物跡に付随した製塩跡と仮定するのは困難である。このように，�類に含まれる製塩跡は，規模や屋外鹹

水槽の保有数などから，小規模で行われていたものと推測される。

＜�類＞：釜屋を構築する黒色土の範囲が不定形で，釜屋内には一段高くなる壁を有しないもの（第４・

１４・１６・１８号釜屋跡）。

　　釜屋内を構築する黒色土はほぼ平坦に貼り付けられている。その中でも竈の場所を変え，造り替えが行

われているのが第４・１４号釜屋跡で，その他は単一の竈である。屋内鹹水槽の配置も様々で，一定してい

ない。釜屋内の黒色土は竈や屋内鹹水槽の位置に合わせるように貼り付けられている。第４・１４号釜屋跡

の確認された標高は約５�代で，�類の第３・２１号釜屋跡とほぼ同じである。第４・１６号製塩跡の釜屋内

からは，多量の焼砂範囲が確認されている。
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　＜�類＞：�～�類の形態に属しないもの（第７・１５号釜屋跡）。

　　第７号は竈２基のみで，釜屋内と考えられる範囲には黒色土面や屋内鹹水槽，柱穴が確認されていな

い。竈のみの操業であったか，釜屋を構築する黒色土が再利用され，残存していないなどの事情が想定さ

れる。第１５号は釜屋全体がドーム型を呈しており，高まりのある砂丘面を利用し黒色土を貼り付けて構築

したと考えられ，当遺跡内では異例である。

　　当遺跡における釜屋の類型から，構築法や内部施設などに一定の規則性が見られる第１・２・５・６・

１１号釜屋跡の�類が最終段階，屋外鹹水槽をもたない低標高から確認されている第３・８・２１号釜屋跡の

�類が初期段階の釜屋と考えられる。初期段階から最終段階の釜屋形態の変化は，操業規模との関連が考

えられる。最終段階である第１・２・５・６号釜屋跡が稼働していた期間は，大規模な操業であった可能

性が高い。

　　なお，海水を煮詰めるために火を使い，竈内からは多量の灰が出る。この灰は当時大切な肥料として再

利用されたため，貴重な灰が釜屋内に散在して確認されることは考えられず，一帯に灰などが確認されて

いる第１・２・１２・１３・１９号釜屋跡は，火災などにより釜屋の屋根材や壁材などが焼け落ちた可能性が高

い。

（２）建物跡

　　建物跡は３８軒確認された。先に述べた製塩跡の西部や南東部に建物跡が集中し，出土遺物と製塩跡との

距離から考えて，製塩にかかわる人々が生活した建物跡ではないかと推測される。ここでは，建物跡を柱

穴や内部施設，出土遺物などから，Ⅰ～Ⅳ類に類型化する（第６２８・６２９図）。

＜Ⅰ類＞：柱穴や遺物の出土状況から，両面庇付の大型の建物と推測されるもの（第１４・１５・１７・１９号建物

跡）。

　　第１９号建物跡からは多量の土師質土器や陶磁器類，石製品が出土している。特に，建物を構築する黒色

土層から出土した１００枚を越す古銭は注目される。第１９号建物跡の南東部１０�の砂層中からは，本跡に関

係すると考えられる約３８０枚の緡銭や古瀬戸大皿類７枚が未使用の状態で出土しており，備蓄しておいた

ものが埋もれてしまったのではないかと推測される。第１４号建物跡は四方が調査区域外になるため，全体

の様相は確認できなかったが，黒色土で構築された土手状の高まりが確認され，同じ軸方向でピット列が

配されている。この土手状の高まりは，屋敷を区画するためのものと考えられ，屋敷内の一部が確認され

たものと推測される。また，ピット列の西側には，幅約０．５�，長さ約８�にわたって帯状の焼砂層が確

認され，多量の釘や土師質土器片とともに分銅や硯，香炉，火熱痕のある陶器類が出土している。第１９号

建物跡の東部からも多量の遺物と焼砂の帯が検出されていることから，両跡は屋根や壁材が火災などで焼

け落ちて廃絶されたものと推測される。第１４号建物跡は分銅や硯などの出土遺物から，集落内では中心的

な存在であった可能性が高い。時期は，出土遺物から１５世紀後半と考えられる。

　　第１４・１９号建物跡は調査区が異なることから，同時期に存在したかどうかは判断しがたいが，１５世紀後

半に，製塩を管理する人物が存在したとの推測は十分可能であろう。

＜Ⅱ類＞：日常雑器類や炉が建物跡内から確認され，生活面を構築する黒色土面に柱穴も規則的に配され

ているもの（第１～８・１０～１２・１６・１８・２１・２２・２６・２７・３１・３２・３６号建物跡）。

　　これらの建物跡は遺構の配置状況から，それぞれ単独での存在ではなく，１～５軒のいくつかのまとま

りをもって集落を構成していたと考えられる。その中でも第１０・２６号建物跡は柱穴の配列から，炉を中心
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とする�字状の曲屋的な構造をもつ建物と推測され，集落の中でも特別な用途の建物であった可能性が高

い。また，構造上の特徴としては，黒色土で構築された土手状の高まりをもつ建物跡が第４・１１号建物跡

内から確認されている。この土手状の高まりは，第１４号建物跡とは違い，建物を構築する黒色土面と共に

つながっており，居住を区画するためというよりも，出入り口部にあたると考えられる。第４号建物跡は

南部，第１１号建物跡は東部に出入り口を有しているということになる。

　Ⅱ類の中には，遺構を構築する黒色土面が何面にもわたって確認された建物跡がある。時間差がどれほ

どか定かではないが，黒色土層間の砂�層からは，あまり期間を空けなかったものや，やや期間を空けて

黒色土を構築したと思われる層が確認されている。いずれにしても，黒色土を幾度も貼り付け，生活面を

補修しながら生活を営んでいたと言える。黒色土面からは確認できない柱穴が，黒色土を除去した下層か

ら確認されていたのは，そのためである。

＜Ⅲ類＞：日常雑器類や炉が建物跡内からは確認されず，生活面を構築する黒色土面に柱穴も配されない

もの（第９・１３・２０・２８～３０・３３～３５・３８号建物跡）。

　　Ⅲ類は日常雑器類の出土量が少なく，炉が検出されていないため，継続的に生活が営まれた建物とは考

えにくい。土層断面からは黒色土を幾度も補修していることが明らかになった。また，柱穴が確認できな

いものが多く，Ⅲ類の多くは上屋がなかった生活・作業スペースか仮小屋的なスペースと推測される。や

はり，先に述べたⅠ・Ⅱ類同様，単独での存在は考えられず，それぞれ中心になる建物に付随したものと

なるのであろう。特に，第３８号建物跡は北東に構築された土坑や黒色土の形状などから，作業場や厩など
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の生活以外に機能した建物と推測されるが，黒色土面に構築された粘土貼土坑や土坑の用途が不明である

ため，Ⅲ類の建物が集落内でどのような役割を果たしていたかの判断は難しい。

　　＜Ⅳ類＞：Ⅰ～Ⅲ類に属さないもの（第２３～２５・３７号建物跡）。

　　第２５号建物跡は，円形の黒色土面の中央部に炉が構築され，その炉を中心に柱穴列が配されており，

ちょうど黒色土を囲むような上屋が想定される。炉内からは金属製品，赤変硬化した焼土が確認されてい

ることから，鍛冶関連の作業が行われていた可能性が高い建物である。また，第３７号建物跡内からは，炉

の他，砂質粘土で構築された円筒状の竈１基が検出されている。当遺跡内でこの形状の竈が確認されてい

るのは本跡だけで，竈の内面がかなり赤変硬化しており，竈前の黒色土もかなり締まりがあることから，

高温で長期間稼働していた可能性がある。しかし，竈の用途については出土遺物などからの判断が難し

く，作業内容については不明である。両跡とも近接して位置していることから，この周辺は，製塩や建物

以外の作業場が置かれた区域と考えられる。この第２５・３７号の周辺の遺構外からは「永樂通□」の枝銭が

出土しているが，鋳造に関する遺物は出土していない。また，第２３・２４号建物跡は黒色土面をもたず，柱

穴列だけが確認されたことから，倉庫跡と推測した。Ⅲ類と同じように別の建物跡に付随するものと推測

されるが，両跡はこれらの作業区域の中で，道具や物資を保管する倉庫なのではないかと考えられる。

　　このように建物跡はいくつかに分類され，遺構配置などからおよそ４～５軒がひとつの区画内に存在

し，それぞれの役割を果たしていたものと推測される。具体的には第１～５号，第６～１０号建物跡などが

一つのまとまりと考えられ，生活した建物，作業場，倉庫などの役割を果たしていたものと想定される。

Ⅰ類は当遺跡内で北部に位置し，製塩を管理していた人物が居住していた建物，Ⅱ類は建物跡の大部分を

占め，４～５軒で同一の集落を構成し，調査区の中央部から南部にかけて，製塩に従事していた人々が居

住していた建物の可能性が高い。

（３）整地面

　　整地面は３３か所確認されている。当遺跡が砂丘上にあるため，黒色土を構築しなければ生活する上でも

困難が生じると考え，これらの面を整地面とし，いくつかの性格付けを試みた。これらは，出土遺物や確

認状況などから，�～�類に類型化することができる。

＜�類＞：黒色土面に数基の土坑が構築され，柱穴列が検出されないもの（第３・８・１８・１９・２７・２８・

２９号整地面）。

　　柱穴列が確認されないため上屋の想定が難しい。出土遺物がわずかで，黒色土面から土坑は確認される

が用途不明であるため，主たる生活の場ではなく，建物跡に付随する屋外施設の一部と考えられる。

　＜�類＞：以前に構築された遺構を埋め戻して整地されたもの（第１０号整地面）。

　　第１０号整地面は第３号製塩跡の上層から確認されており，釜屋内を埋め戻すために整地された面である

といえる。整地後の使用目的は不明である。

　＜�類＞：整地された黒色土面は不定形で，日常雑器類が確認されないもの（第５・１１・２４号整地面）。

　　不定形の黒色土面は建物跡間などで確認され，日常雑器類が確認されないことから，建物と建物などを

行き来するために整地された面と推測した。特に，第５号整地面は建物跡の�類に隣接して位置している

ことから，本跡から作業区画への行き来した道であった可能性が高い。

　　この他に，内部施設の残存状態や出土遺物などから，以前構築された建物跡などの残存である可能性が

高く，前述した建物跡と判断できず，整地面として報告したものもある。これらは第１４・１６・３２・３３号整
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地面が該当すると考えられる。特に第１４号整地面からは天目茶碗などが，第１６号整地面からは炉跡や柱穴

は確認できないが，整地された面から約４０枚の古銭がまとまって出土している。これらは，建物跡などの

黒色土面を除去した下層から検出されている。当地は砂地のため，新たに遺構を構築する際，上層に黒色

土面を構築することから，旧遺構面は下層に残存している。

（４）土壙墓

　　当遺跡の土壙墓は，大半が掘り込みの有無を確認できないものであった。このような状態であっても，

人骨に伴ってわずかながら副葬品が出土していることや頭位を北方に向けた屈葬で確認されていることか

ら，人骨は土坑に埋葬されたものととらえた。ここでは，これらの土壙墓について若干の考察を加えるこ

とにしたい。

　　人骨の確認された標高は，最も高い位置で約１１�，最も低い位置で約３�である。各標高における出土

人骨の出土状況を第６３０図に示した。これは，確認された人骨そのものの高さである。

　　埋葬されていた人骨は出土した標高から，８�以上と７�以下に大別できる。標高８�以上で確認さ

れた人骨は主に製塩区域の上層部付近で出土しており，釜屋の操業と前後して埋葬された可能性が高い。

標高７�以下で多くの人骨が確認されたのは，製塩区域の北側で何層にもわたって建物跡や整地面が確

認できた地区である。特に第８号製塩区域から第１０号製塩区域の北西側では，標高３～６�で人骨が出

土しており，土壙墓が集中していた。建物跡と整地面の確認面に標高差があるのと同様に，出土人骨にも

標高差があることから，埋葬された時期には差があることが推測される。その根拠としては，

①　近接する土壙墓で出土人骨の標高差が１�以上ある例も見られ，墓穴の深さが一定でないことを考

慮しても，短い期間に埋葬が行われたとは考えにくいこと。

②　層を形成するように建物跡や整地面の構築がなされていたところに，標高差をもって人骨が点在して

いたこと。

　があげられる。さらに，建物跡や整地面，釜屋の下層から確認された土壙墓は，これらの構築面を掘り込

んだ状況が確認されなかった。人骨は，この構築面の下層０．３～１．２�の範囲で確認されている。このこと

から，すでに存在していた土壙墓の上部に黒色土で床面及び整地面の構築がなされたと考えられる。当遺

跡では，北部一帯が墓域として意識されていたと考えられる。しかし，土壙墓とそれ以外の遺構が重なる

ように確認されているのも事実で，墓域がそれ単独で機能していたものではなく，生活の場あるいは作業

場と墓が混在していたと考えるのが妥当であろう。

　　埋葬状況は，頭位，顔の向き，仰臥・側臥・俯臥，伸展葬・屈葬の項目で記述してきた。頭位は頭蓋骨

が削平されてしまった場合でも，残存している四肢骨・体幹骨の状況から推測することが可能である。ま

た，埋葬姿形は，ある程度の四肢骨・体幹骨が残存していれば，体の向きや上肢と下肢の状況が推測可能

である。しかし，新生児の場合や腐朽が進んでしまった骨については，頭位や埋葬姿形を把握するのは困

難であった（第６３１図）。

　　頭位は北方向が３８％，北東方向が３７％，北西方向が３％という数値を示し，北方を意識した状況が７８％

を占めている。南・東・西方向は合わせて１１％で，不明も１１％である。顔は西方向が２２％，北西方向が

１１％，南西方向が１％という数値を示し，西側に顔を向けた状況が３０％を超えている。前述以外の顔の向

きに関しては１０％で，表砂除去の際に頭蓋骨が損傷を受け確認できなかったものも多数存在し，５４％を占

めている。仰臥・側臥・俯臥については，仰臥１４％，側臥４８％，俯臥６％を占めている。側臥の中で８０％
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第６３０図　人骨出土位置図
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第６３１図　埋葬姿形・推定死亡年齢のグラフ
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以上が右側臥である。また，埋葬状況の確認できなかった新生児や乳児を含め３２％が不明である。伸展葬

と屈葬については，確認できた姿形の６５％が屈葬であり，伸展葬は３％であった。これらの数値から，埋

葬状況が確認された人骨は，頭部を北側に向け，顔は西側を向けた屈葬が多いことが指摘できる。斎藤忠

氏は『墳墓の考古学』の中で，文献と考古学から例を上げ，埋葬人骨の北首西顔について述べている。ま

た，北首西顔については，これまでの調査例の中でも類例が多いと指摘されている。当遺跡においても，

北首西顔の事例が多く，そのことを追認できた。

　副葬品が確認された土壙墓１５基のうち古銭が副葬された土壙墓は１２基である。土師質土器や磁器を副葬

品としているのは，それぞれ１基ずつである。また，貝を重ねて副えた例や古銭と鉄製品（ヤス）にウバ

ガイを伏せた状態で副えた例もある。また，六道銭については，出土状況から見るかぎり６枚という数に

はこだわっていなかったようである（表２７）。

　死亡推定年齢については，出土した１２３体の人骨を新生児・乳児・幼児・少年・若年・壮年・熟年・老年

に区分し，グラフ化した（第６３１図）。新生児から若年にかけての年代は，当遺跡で出土した人骨の６５％を

占め，うち新生児から乳児までが３０％，幼児が２７％である。このことから子供の死亡が多く，中でも乳幼

児が最も高い割合で死亡していたことが指摘できる。また，大人では，老年よりもむしろ熟年に該当する

年代の死亡する割合がやや高かった。男女については，成人で性別の推定できた人骨が４０体あり，２４体が

男性で，１６体が女性である。

　遺骸の特徴として挙げられることは，歯の様子，骨格と筋肉の様子の２点である。歯は子供から成人ま

でう歯が目立ち，成人の歯の磨耗についても著しいものが数例みられた。歯が脱落し，歯槽骨が閉鎖して

いる事例も多々あった。骨格の様子から概して言えることは，筋肉が発達していたと推測されることであ

る。成人男性は骨が太く，大腿骨の後陵や三角筋粗面が隆起しており，筋肉が発達していたと推測される

個体が多かった。成人女性においては，骨格が華奢であっても筋肉については男性と同様にしっかりして

いたであろうと推測される個体が見られた。これらは，当時の生活や生業との関わりを物語っていると考

えられる。本稿でふれてきたように，当時のこの村には，製塩に携わる人々を中心に多種多様な業種の

人々の存在が考えられる。遺構北部の砂層から出土した鯨の骨やその骨の加工品，骨角未製品などは，そ

れらの裏付けと考えてもよいのではないだろうか。
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（５）貝集積地

　　貝集積地は，建物跡の床面や整地面，あるいはその周辺で確認されている。貝集積地を構成している貝

には食の可能な貝が多数含まれており，タニシやマツカサガイなどの淡水性の貝やシジミ属は副食として

利用されていたと考えられる。それ以外の海洋性の貝についても可食貝は多く含まれており，食の可能性

は否定できない。こうした食材としての利用以外に，貝殻の素材を活用するということも行われていた形

跡が見うけられる。ここでは，貝の細片に着目し，その点についてふれてみたい。

　　貝集積地からは，多板綱及び複足綱，二枚貝綱に属する貝が出土し，貝の原形をとどめているものが少

なくない。これらに加えて，破断面が摩耗して，滑らかで丸みを帯び明らかに海岸で採取してきたような

貝の細片も多量に出土している。また，貝殻を故意に砕いたような細片も含まれている。ウバガイの細片

は２８か所，イタボガキ属の細片は１９か所の貝集積地でそれぞれ確認されている。これらを重量比で見る

と，左右の殻全体が残存しているものよりも細片が上回り，ほとんどの貝集積地でこの傾向がみられる。

貝集積地の貝は主成分がカルシウムであることから，まとまった量であると長い年月でもタニシやシジミ

属のように殻が薄くても原形を保っている例が多い。その点，ウバガイのように厚くて硬い殻を持つ貝が

原形をとどめていないことが多いことには，不自然さが残る。

　　次に，ウバガイやイタボガキ属のように，個体が大きく重量のあるものが細片として多いことに注目し

たい。今回の出土遺物の中で，貝殻の成分と考えられる石灰質の物質が付着した石がある。この石は貝殻

や貝殻片を砕く用途に使用されたとも考えられる。また，４点の石灰質の塊にも注目したい。この塊には，

貝集積地で確認されたような貝の細片が含まれており，意図的に蓄えられたものと言える。この塊の表面

には籠と思われる模様が残っており，貝殻を砕いて粉状にし，入れ物（籠）に蓄えて置いたと考えられる。

この塊については，小野正敏氏から「漆喰」であるとの指摘をいただくとともに，自然科学分析において

も，漆喰である可能性が高いという報告を受けている。さらに，これまで述べてきた遺構を構築する黒色

土の中には貝殻片が混ぜられており，建物跡の床面や整地面を構築する原材料として活用されていること

が分かっている。貝を原材料とする場合，厚い貝の方が量を確保するのに有利である。貝集積地で確認さ

れた貝は，食用としての利用と同時に，細片に加工し漆喰など二次産品として活用されていたことが推測

される。

３　遺物について

（１）土器・陶磁器

　　当遺跡から出土した土器類の総破片数９，１３２点のうち，土師質土器８，６６３点，瓦質土器２１点，陶磁器類

３６６点，土師器や須恵器などが８２点である（第６３２図）。土師質土器片８，６６３点の遺構内訳は建物跡から２，６９９

点，整地面から１，２３２点，その他の遺構及び遺構外から４，７３２点である（第６３３図）。

　　土師質土器片の出土傾向をみると，小皿・皿・内耳鍋の占める割合が高い。皿類は，胎土の観察から雲

母を含んでいるものも多く，在地産が多いと言える。底部の中央部が穿孔されているものもあり，用途を

考える上で課題であった。しかし，第１２号釜屋内の柱穴周辺から出土した土師質土器の皿には底部の穿孔

部に金属製品（釘ヵ）が付着した状態であったことから，柱などに取り付けて，灯明皿を受けた皿として

使用されたものと判断した。このことは，釜屋内での灯りを必要とした作業が行われたことを裏付ける貴

重な資料と言える。底部穿孔された皿がすべてこの用途であったとは言い切れないが，焼成後穿孔されて

いることから，皿であったものを二次的に転用していたことは確かである。また，内耳鍋は破片での出土
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が多く，完形になるものがなかった。かつて，調査が行われた沢田遺跡では，人骨と古銭が内耳鍋片と一

緒に見つかっている例がある。佐藤次男氏によれば，人骨周辺から出土している内耳鍋片と古銭は埋葬に

よるもので，死者に土器をかぶせるのは民俗事例でも報告されているという��。当遺跡では，実際にかぶ

せられた状態での出土はないが，１０９基ほどの土壙墓のうち，内耳鍋が出土しているのは７基である。

　陶磁器片は出土総破片数の３６６点うち，建物跡から１１２点，整地面から４９点，土坑から４０点，その他の遺構

及び遺構外から１６５点である（第６３４図）。釜屋や土壙墓からの出土割合は低いが，第８８号土壙墓から出土し

た八角小坏（白磁）のような例もある。遺骸の特徴から，子どもの埋葬品と判断した。陶磁器片の器種別

は，皿２０６点（大皿を含む），碗２９点，鉢２０点，甕９９点，その他６点で，皿類の出土数が多いことが特徴で

ある（第６３５図）。最下層の遺構確認面より下層から出土した大皿７枚は，直縁・折縁・卸目付の３器種に

分けられ，藤澤良祐氏の編年��に従えば古瀬戸後期Ⅲ～Ⅳ期に属する製品であった。逆位で７枚が重なっ

た状態であったが，ひものようなものが巻かれていた痕跡は確認されなかった。なお，卸目部については

摩耗が見られないことから，未使用の状態である。保管されたものか，何らかの理由でそのまま埋もれて

第６３２図　出土破片の種類別組成　

第６３３図　遺構別土師質土器破片数
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第６３４図　遺構別陶磁器破片数

第６３６図　編年別組成（瀬戸・美濃）

第６３５図　陶器の器種別組成
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しまったのではないかと考えられる。

　　また，７枚とは別に，第１４号建物跡から出土した卸目付大皿の破片は釉が焼けただれており，その残存

状況から火災に遭ったと見られるものである。７枚とほぼ同時期であるこの破片の残存状況や，建物跡周

辺の焼砂層の検出などから，第１４号建物跡は火災により廃絶したものと推測した。

　　また，皿類のうち出土数が顕著なものとして，縁釉小皿が挙げられる。縁釉小皿は本来窯の中の製品と

製品の間に置かれる一種の窯道具のひとつであるが，当地においては商品として流通している。藤澤良祐

氏の編年に従えば古瀬戸後期Ⅲ期～大窯Ⅰ期までのものが多く，今回の出土陶磁器片を時期別に分けたも

のと一致する（第６３６図）。また，輸入陶磁器においても，皿・碗類が中心で，龍泉窯の稜花皿や青磁碗な

ど１５世紀中～後期とされるものが多く，国内の陶器類の出土傾向と時期がほぼ一致する。

　　この他に，１７世紀初頭に比定される第６号集石から出土した志野焼丸皿がある。これは大窯Ⅲ期の製品

と推測され，上記の時期よりやや遅れるが，これは集落の移動に伴うその一部が今回の調査区域内の一端

に存在するということであろう。

（２）火打石

　　火打石は総数で５２点が出土している（表２８）。内訳は建物跡から４０点，その他の遺構及び遺構外から１２点

である。建物跡では第１９号建物跡が９個と多く，第１５号建物跡が６個，第１７号建物跡から５個，第３１・３７

号建物跡から４個，第２１・３２号建物跡から各３個出土している。黒色土面や炉内から出土しており，石の

稜に着目すると，使用によってできた擦痕が確認できる。ほとんどが建物内で使用されたものが，そのま

ま遺棄されたと考えられる。石質は瑪瑙が多く，わずかであるが石英も確認できた。確認された火打石の

石質のほとんどが瑪瑙であることは，瑪瑙の産地が茨城県北部に存在することから，入手が比較的容易で
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あったことが考えられる。また，瑪瑙原石も多く出土している。小林克氏の研究成果（１９９４）をもとに，

出土した火打石の稜の残存状況から，①全ての稜が摩滅しているもの，②稜が摩滅している部分とない部

分があるもの，③ごくわずかな部分に摩滅があるもの，の３類に分けられる��。出土した火打石の稜の残

存状況はほとんど①・②であることから，使用されていた状態のままの大きさか，やや大きい状態で廃棄

されたものと推測できる。①の中では厚さ１��と小さいものもあり，この程度の大きさまでなら充分使

用に耐えたのであろう。

（３）火打金

　　火打金は総数で２４点出土している（表２９）。内訳は建物跡から１９点，その他の遺構及び遺構外から５点で
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ある。建物跡では第１９号建物跡が９点と多く，先に述べた火打石の出土割合と同じである。その他，建物

跡数軒から１ないし２点出土しているが，釜屋内からの出土は確認されていない。火打石と同様，火打金

は建物跡の黒色土面や黒色土中，炉跡内から出土しており，建物内で使用されたものが，そのまま遺棄され

たと考えられる。

　高嶋幸雄氏は『火の道具』の中で，火打金は山型（笠型），カスガイ型，短冊型，台形鉄板型の４種類に

分類している��。本稿で取り上げた２４点の火打金は，ほとんどが山型（笠型）に含まれている。さらに，

鶴見貞雄氏は，火打具を取り上げた論考の中で，山型（笠型）を形態差から以下の�～�の８種類に細分

している��。

　　�「⊥」形タイプ　　　　　　　　�　三角形タイプ

　　�「山」字タイプ　　　　　　　　�　三角形端部合わせタイプ

　　�「山」字端部渦巻タイプ　　　　�　三角形端部渦巻タイプ

　　�　笠タイプ　　　　　　　　　 �「凸」字端部渦巻タイプ

　以上の類型に当てはめると，�類が１８点（推定も含めて），�類が６点である。また，鶴見氏は火打金の

編年から，�類は９世紀初頭から中世にかけて存在する形態であり，�・�類は中世後半にかけて存在する

形態であることを指摘している。出土した火打金のほとんどは�・�類に含まれており，鶴見氏の編年と

一致している。
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　第１９号建物跡は火打石の出土数が多いことからも，居宅以外で他の作業（火打金の制作など）が行われ

ていたか，火打金の集中管理が当建物で行われていたかなど推測される。

（４）枝銭

「永樂通□」が１枚付いた状態の枝銭が，建物跡のⅣ類に属する第２５・３７号建物跡が位置する区域内から

出土している。現存長は６．４��で，「永樂通□」の銭部１枚が堰を介して湯道（鋳棹）に直角に付いた状態

である。湯道（鋳棹）には「永樂通□」１枚が残った堰１か所を含め４か所の堰があり，３枚は湯道（鋳

棹）から外されたことが確認できる。「永樂通寳」（永・通の文字部分は銭部の湯回りが悪かったためか鋳

不足状態）の銭部は堰際で銭文が外側になるように１８０度折り曲げられており，これが湯道（鋳棹）からは

ずすための行為の結果なのかどうかは不明である。この１０年ほどの間に，京都・鎌倉・博多・堺といった

中世都市では，発掘調査によって「銭鋳型」が出土している。「銭鋳型」の出土は，これらの中世都市にお

いて確実に銭貨の鋳造が行われていたことを示す資料である。今回，枝銭が出土した周辺を精査したが，

鋳造に関する「銭鋳型」や「坩堝」などの遺物は確認されなかった。今回の調査区域は当時の集落の規模

を考えるとごく一部分であり，他に鋳造を行った場所が存在する可能性はあるものの，現段階では不明と

言わざるを得ない。

　枝銭については，国立歴史民俗博物館の齋藤努・小瀬戸恵美氏にお願いし，成分分析と鉛同位体比測定

を行うことができた（付章参照）。成分分析では銅・スズ・鉛の成分はほぼ均一であるという結果が出たが，

ヒ素が他の銭に比べるとやや多く含まれている状態である。ヒ素の含有率は，銭の悪銭さを判断するひと

つの材料になると言われている。また，鉛同位体比測定では，中国の華中～華南産の鉛が原料として使用

されている可能性が高いという結果が出た。このことから，枝銭は中国からの渡来銭を一度溶かして当地

か別の場所で鋳銭されたものと推測した。枝銭の「永樂通□」は，本銭の永樂通寳と比べるとあまりにも

貧弱である。

　当遺跡で，この枝銭の他に「目貫」，「切羽」，「笄」などの銅製品や不明銅製品が多数出土している。笄

を除いては単体で出土しているものが多く，枝銭を含めこれらの用途について検討する必要がある。その

ひとつに，「銅細工師」の存在が考えられる。鎌倉の由比ヶ浜へと広がる長谷小路北側の発掘では，井戸

の中から多量の鉱滓とともに銭の鋳型の破片が見つかっている��。出土した銭は，すぐに鐚銭と見破られ

てしまうような粗悪品であり，材料によっては利益どころか赤字になりかねないため，銅破片を集めて，

鋳造の際の原料の一部にしたのではないかと考えられている。つまり，鎌倉では「銅細工師」が鋳造に必

要な銅の原料を集めるために，銅破片もかき集めてきたとも考えられる。「銅細工師」がどのような細工

までおこなっていたかは不明であるが，当遺跡で出土している銅製品が鋳造や細工のための原料として持

ち込まれた可能性も否定できない。

（５）古銭

　当遺跡からは総数１，７４８枚の古銭が出土している。出土した遺構と枚数の内訳は，建物跡８３１枚，釜屋１３

枚，土壙墓６７枚，埋納遺構３８１枚，整地面１１７枚，不明遺構５枚，その他の遺構３９枚，遺構外２９５枚である

（第６３７図）。出土古銭の総数に占める割合を銭種別にみると，「永樂通寳」１１．２％，「皇宋通寳」１１％，「開

元通寳」８．３％，「熈寧元寳」７．６％，「洪武通寳」７．１％と続いている（表３０）。これらのうち，埋納遺構から

出土した３８１枚を除いては，建物跡内からの出土が約半数を占めている。また，無文銭は１１枚確認されて
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おり，文字が不鮮明で判読の難しい古銭のほとんどは模鋳銭と考えられる。

　３８１枚の古銭が一括して出土した埋納遺構は４区の北部に位置し，４緡が砂面に垂直に埋められた状態

で確認されたものである。容器については，その痕跡すら確認できなかった。１緡は崩れた状態である

が，他の３緡は各約９６～９７枚からなっており，緡は銭の表裏に規則性がない無作為な状態であった。３８１

枚の古銭の備蓄に係わったと考えられる人物とかかわりのある施設を推測すると，南に位置する第１９号建

物跡の可能性が極めて高い。第１９号建物跡は規模や出土遺物の量などから，集落での中心的な存在であ

る。

　　このように，地下に大量の銭貨が埋められることについては，財産を備蓄したとする説や，土地の開発

に先だって土地神に対する祭祀として埋納したとする説などが出されている。しかし，周辺に祭祀的要素

を含む遺構や遺物が確認されないことから，前者の可能性を考えておきたい。そのため，備蓄しておいた

緡銭が何らかの理由で埋もれたままになったのではないかと考えられる。

��������	
�

第６３７図　遺構別古銭枚数
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　　建物跡から出土した古銭は，前述したように一括して出土するのではなく，黒色土中や黒色土を除去し

た砂層から一枚単位で出土している。同じように出土しているのは，第２・６・１７・１９・３２号建物跡で，

第１７号建物跡は総数が１５４枚と最も多い。ほぼ同時期での京都・奈良での大工の日当がおよそ１００文であっ

たということを考えると，約１．５日分になるが，居住空間に１００枚以上のお金が落ちていたのは不自然であ

る。今回確認された古銭の総枚数は１７４８枚で，当時の流通枚数を考えると，見つかった枚数はごく一部で

あろう。古銭を建物内に落としてしまった場合も考えられるが，建物跡内での出土分布を見てみると，炉

や建物内の土坑周辺に集中していることが特徴として挙げられる。土坑の用途については不明な点も多い

が，火を使用する炉周辺での出土枚数が多いことを考えると，建物構築や炉に対して何らかの意図が働

き，黒色土を貼る際などに，銭を蒔いた可能性が高いと考えられる。

４　終わりに

　　当初，遺跡の時期を１５世紀中から１７世紀初めと設定し，その中で，製塩跡と建物跡や整地面がどのように

変遷していくのかを考えてみた。しかし，出土遺物などを検討した結果，１５世紀中葉から後葉の遺物が多

く，１６世紀代の遺物が少ないことが判明した。このことから，当集落は１５世紀後半で途絶えてしまい，短い

期間しか集落が存在しなかった可能性が高いことが明らかになった。製塩跡は出土遺物が少ないため，単独

で時期を決定することは難しい。焼砂や灰が操業面や建物跡周辺から検出されていることから，火災などに

遭い廃絶したと推測されるその状況から，両跡の関連を探ることができるのではないかと考えた。そこでと

もに火災を受けて廃絶されたと推測される第１・２・８・１２・１３・１９号釜屋跡と第１４・１９号建物跡の関連を

探ることにした。釜屋は鹹水を煮詰めるため火を使用し灰が排出されるが，前述したように，貴重な畑の肥

料になることを考えると，焼砂や灰が操業面一帯には確認されないはずである。建物跡については，焼砂層

と多量の遺物が出土していることを考えると火災と想定した方が自然である。特に，第１４・１９号建物跡は多

量の出土遺物の他，陶磁器類などの釉の残存状況から火を受けた痕跡が明確で，火災により廃絶したと判断

した。第１４号建物跡は，出土した陶磁器類から時期が１５世紀後半に比定され，両跡とも製塩の管理者が居住

していた可能性が高い中心的な建物跡と想定した。焼失と判断した第１・２号釜屋を含む製塩跡は当地での

最終段階のものであり，両跡の時期が１５世紀後半ではないかと考えられる。つまり，第１・２号製塩跡と第

１４・１９号建物跡はほぼ同時期に存在していた可能性が高いということを指摘しておきたい。

　　次に，これらが廃絶する原因となった火災について考えてみたい。

　　村松虚空蔵堂の寺伝によると，文明１７年（１４８５年）に磐城常隆が兵を率いて，佐竹氏と村松で対戦したと
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いう記録が残っている。そのときの戦いで村松虚空蔵堂が兵火にかかり，伽藍がすべて灰燼に帰したとされ

ている。この戦いがどのようなものであったか定かではないが，村松虚空蔵堂とわずかな距離に位置する当

地もこの戦乱に巻きこまれ，当時存在したと考えられる釜屋（第１・２号）や建物（第１４・１９号）が焼失し

た可能性は高い。つまり，当地では１５世紀後半には製塩が大規模に行われ，その管理者や製塩に関わった

人々が生活していた建物跡が存在していたが，村松での佐竹氏と磐城氏の戦いの影響で，製塩や集落が途絶

えてしまった可能性は高いであろう。その後，この集落は別の場所へ移動していったようである。わずかな

がら，調査区域境などから１６・１７世紀代の遺物が出土しているが，移動した集落の一端が，今回の調査区域

内に存在したということを示している。

　　１７世紀初頭とされる志野焼丸皿が調査区の南西部の集石遺構から出土していることから，集落は南西方向

へ移動している可能性を指摘しておきたい。集落の移動については，平成１６年度の調査成果を期待したい。

　　釜屋や建物などを構築するための黒色土についても取り上げておく。当地は砂丘であるため，黒色土の供

給は不可能である。遺構構築の黒色土と周辺の土壌を分析した結果，当遺跡より内陸部に位置する那珂台地

の黒色土が運びこまれた可能性が高いことが判明した。黒色土中からは須恵器片や埴輪片も出土しているこ

とから，古墳などの盛土が運び込まれたものと推測することもできる。西約１��に位置している核燃料サ

イクル機構の敷地内からは人形埴輪が出土しており，この村松海岸周辺に古墳が存在することは知られてい

た。村松海岸からさほど距離を隔てずに，黒色土は存在したのである。しかし，これだけ多量の黒色土を運

び込むことは大変な仕事量であったはずである。このために，多大な労力を行使できる陰には，塩浜と製塩

に伴う労働者を管理していた有力者の存在がうかがえる。その有力者としては，この地方を支配していた佐

竹氏が最も有力である。

　　佐竹氏と製塩の関わりを示す唯一の史料としては，１４９２年の「岡本家文書」があり，その中の「当乱相違

地注文写」には佐竹氏の塩浜を真崎氏が横領したことが記されていることから，１５世紀後半には佐竹氏が管

理していた可能性は高い。

　　佐竹氏の秋田移封後，当地方の塩浜と労働者を管理していたと考えられるのは，西に位置する村松大神宮

である。網野善彦氏は塩生産者の存在形態を三類型に分けており��，その一つは平民百姓による製塩である

という。これは塩浜が百姓名に結合している形態で，瀬戸内海周辺の荘園や公領に見られ，とれた塩は年貢

として負担するものである。この形態は，全国的に見て量的・質的にも大きな比重を占めている。

　二つには，海辺の領主や平民百姓の首長などが下人や所従を駆使して製塩を行う場合があるとし，西北九州

の青方氏の製塩などを挙げている。

　　三つには，職人による製塩を行う場合として，伊勢神宮や春日大社などの中央の大社で見られる例を挙げ

ている。これらは，神事に必要な塩を確保するために塩浜をもち，中には製塩を職掌とする神人・職掌人に

よって分担させ，塩を生産させた場合である。伊勢神宮はその典型で，多くの塩浜をもち，御塩焼人といわ

れた「職人」による製塩が行われたとされている。この場合，神社に貢納される塩は公事ということになる。

村松大神宮と村松海岸の製塩との関係を示す史料は，村松虚空蔵堂に所蔵されている「村松虚空蔵堂文書」

（１６２３年）で，その中には毎年大風で集落が砂に埋もれて迷惑しているので，大神宮領内に住まわせて欲し

いと願い出たことが記されている。徳川光圀が大神宮の神殿を造営し，伊勢より御分霊を奉還し「大神宮」

としたのは１６９６年であることを考えると，大神宮が勢力を発し，塩浜を管理したとするならば，佐竹氏の秋

田移封後ということになる。

　　しかし，村松における製塩が誰のもとで行われたかについて，現状では文献などからは明らかになってお
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らず，今後の重要な課題である。
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村松白根遺跡の動物遺体（２００３年度）

西本　豊弘　

はじめに
　村松白根遺跡の２００３年度の調査では人骨とともに動物遺体も出土した。貝殻を除く動物遺体はイヌとウマが

主体であり，その他にサメ類・スズキ・ニワトリ・アホウドリ・ネコ・ネズミ類などが出土した。イヌとウマ

以外の出土量は少ないので，それらについては２００４年度の報告書でまとめて述べることとする。イヌとウマに

ついても２００４年度報告でこの遺跡全体のそれらの特徴を述べる予定であり，ここでは２００３年度出土のイヌとウ

マについてのみ簡単に説明する。なお，これらの資料の分類・整理では太田敦子・黒須珠子・波形早季子の協

力を得たことに感謝します。

１　イヌ

　１個体の骨がほぼ揃っており埋葬されていたと思われるもの５個体と散乱状態で出土したもの９個体分の少

なくとも１４個体分が出土した。埋葬個体は，雄成獣２個体と雌？成獣２個体と生後３ヶ月程度の幼獣１個体で

あった。その他の個体を頭蓋骨と下顎骨で年齢推定すると成獣が大部分であった。その中には歯が摩耗し歯周

症を示す例が多く，壮年から老年の個体が多い。雄雌の比率は分からない。それらの推定体高は４２��から

４８��で，全体としては小型犬であり大小のバラエティーが小さい。頭蓋骨を見ると，吻部が細く額段（ストッ

プ）が少し見られ，前額部が広く頬骨の張り出しが比較的後方であるタイプが多い。現在の関東柴犬や江戸時

代の町屋の犬は頬骨が丸く膨らんでいる犬が多いが，弥生犬に近いタイプと思われる。埋葬犬の四肢骨を見る

と比較的短く太くたくましい。おそらく在来犬のひとつのタイプであろう。

　なお，散乱状態で発掘された頭蓋骨では，たとえば写真に示したように後頭部に撲殺されたと思われる穴と

頭頂部に解体痕を持つ犬もある。この犬は吻部が幅広でたくましい印象を与えるが，おそらく食用とされたの

であろう。

２　ウマ

　埋葬された状態で出土したもの７個体と散乱状態で出土したもの３個体の計１０個体以上が出土した。埋葬さ

れたと思われるものでも，解体されて皮や肉が利用されたかもしれない。犬歯の有無で雌雄を判断すると，雄

８体・雌１本・雌雄不明胎児１体であった。歯の摩耗の程度から推測すると，胎児以外は５歳以上の成獣であ

り，１８～１９歳の老獣も見られた。歯が細く頭部が大きいモウコウマ系のウマである。ウマの体高９２��の個体

は，頭蓋骨の最大長からの推定ではあるが，中世馬ではもっとも小さいグループに属する。中世末期から江戸

初期の地方村落では，このような小型馬も労役に役立っていたのであろう。

おわりに
　この遺跡では，イヌとウマが主体であり，ネコとニワトリも少量出土した。しかし，ウシが全く出土してい

ない。また，貝殻を除けば魚骨も少量であり，動物遺体全体の種類も少ない。この遺跡は，人骨が多量に出土

していることから，塩作りを行う定住的村落であったと推測される。砂丘に形成された村落であるため植物質

のゴミが消滅したとしても，動物質のゴミが少ない村と言える。この特徴は，塩作りを主体とする集落の性格

や，その存続期間の短さと関係しているのかもしれない。
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図１　ヒトの頭蓋骨
　　　１．第２３号土壙墓出土の頭蓋骨　　２．第１１号土壙墓出土の頭蓋骨
　　　  a．前面　　b．上面　　c．口蓋面

１b

１c

２a１a

２b

２c
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図２　ヒトの下顎骨
　　　１．第２３号土壙墓出土の下顎骨　　２．第１１号土壙墓出土の下顎骨
　　　  a．前面　　b．上面　　c．側面

１b

１c

２a１a

２b

２c
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図２　解体痕（矢印）のあるイヌの頭蓋骨

図１　埋葬犬１の頭蓋骨
　　　上段．左側面　　下段．上面
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図３　埋葬犬１の骨格
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図４　ウマの頭蓋骨
上段．上面　　中段．左側面　　下段．口蓋面
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村松白根遺跡出土枝銭・銅銭の化学分析

国立歴史民俗博物館　　齋藤　　努　

１．はじめに
　茨城県・村松白根遺跡から出土した枝銭１点と銅銭（永樂通寳）

５点について，成分分析と鉛同位体比測定を行った。

２．分析方法
２．１．成分分析

　資料表面の錆層を除いて金属部分を露出させ，電子線プローブマ

イクロアナライザー（����，日本電子����８２００）を用いて，エネ

ルギー分散型特性�線検出器で成分分析を行った（齋藤ら，２００２）。

枝銭は三ヶ所（図１），銅銭は縁部一ヶ所について分析した。それぞ

れ，一ヶ所につき場所を変えて５点を測定し，平均値を求めた。

２．２．鉛同位体比分析

　資料表面から錆を採取し分析用試料とした。試料から，高周波加

熱分離法で鉛を単離して硝酸溶液とし，鉛２００��相当量の試料溶液を

分取して，リン酸・シリカゲルとともにレニウム・シングル・フィラ

メント上に塗布した。表面電離型質量分析装置（����������	２６２）

を用いて，フィラメント温度１２００℃で鉛同位体比を測定した。

３．分析結果
３．１．成分分析

　表１に成分分析結果を示した。

　枝銭の三ヶ所の分析結果はほぼ同じで，資料が比較的均一であることを示している。これまでの報告（馬淵

ら，１９７８；馬淵ら，１９７９）によれば，永樂通寳に鉄，亜鉛，アンチモンなどがわずか（１％以下）に含まれて

いる場合もあるが，ここで測定した資料について，本分析法の感度では検出できなかった。

��������	
����������������

ヒ素鉛スズ銅分析箇所資料番号資料名
１．０１０．５４．４８４．１１枝銭　　
１．２９．１４．７８５．０２
０．９１０．５４．４８４．２３
０．４１４．７９．０７５．９�２５０５永樂通寳
０．４２３．０８．８６７．８�２５２９永樂通寳
０．３１９．９１０．８６９．０�２５３８永樂通寳
０．８３．６０．７９４．９�２６１６永樂通寳
０．４１７．７１０．１７１．８�２７５１永樂通寳

図１　EPMAによる枝銭の成分分析箇所
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３．２．鉛同位体比

　表２に分析結果を示した。

４．考察
　これまでに報告されている永樂通寳の数値は，成分分析結果で鉛１６～２２％，スズ７～１１％，ヒ素０．４～０．７％

（馬淵ら，１９７８；馬淵ら，１９７９）であり，また精度として十分と思われる鉛同位体比分析結果は表３の通り（馬

淵ら，１９８２）である。これらと比較すると，永樂通寳の�２５０５，�２５２９，�２５３８，�２７５１は，成分および鉛同

位体比が比較的近似し，これまでの報告値とも整合しているとみてよいであろう。

　図２には，表２と表３の結果を�����������比と�����������比の関係（�式図）で表示した。図中に�で表した

のは，日本で産出する方鉛鉱の大部分が含まれる範囲（馬淵・平尾，１９８７）である。

　上記の資料やこれまでの報告値と比較すると，枝銭はスズ濃度が低く，鉛とヒ素の濃度が高い。また，鉛同

位体比の数値も少し離れているようである。永樂通寳の�２６１６はスズ，鉛濃度がきわめて低い上に，鉛同位体

比は全く異なる数値を示し，日本産鉛の範囲に入る。枝銭を含め他の資料は，いずれも中国の華中～華南産の

鉛が原料として使用されていると考えられる。

参考文献
齋藤　努，高橋照彦，西川裕一（２００２），「古代銭貨に関する理化学的研究－「皇朝十二銭」の鉛同位体比および

金属組成分析」，�������	
�����������．２００２���３０（日本銀行金融研究所）．

馬淵久夫，山口誠治，菅野　等，中井敏夫（１９７８），「原子吸光法による東洋の古銭の化学分析」，『古文化財の

化学』２２，２０．

馬淵久夫，野津憲治，西松重義，不破敬一郎，井山弘幸，富永　健（１９７９），「古代貨幣の化学組成」，『日本化

学会誌』１９７９（５），５８６．

馬淵久夫，平尾良光，佐藤晴治，緑川典子，井垣謙三（１９８２），「古代東アジア銭貨の鉛同位体比」，『考古学と

自然科学』１５，２３．
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村松白根遺跡出土遺物の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
　村松白根遺跡（茨城県那珂郡東海村大字村松白根に所在）は，太平洋岸に近い砂地に位置し，これまでの調

査により，海水をためる「かん水槽」が３２５基，濃くした海水を煮詰める「釜屋」が２１基出土し，室町－江戸時

代の製塩施設として知られている。この他，住居跡や畑とみられる畝状遺構，全国でも出土例がない砂岩製の

石鍋なども確認されている。これらの検出された遺構の内，第１９号釜屋跡では，径約４０��×高さ約１５��，重

さ約８��の円筒状で，貝片や植物遺体を含む白色の不明遺物が検出された。同様の遺物は，調査区内から計

４点が出土し，そのうち３点は釜屋跡から，１点は遺構外から出土している。また，釜屋では，上屋材の可能

性がある炭化材や灰状の白色堆積物が認められた。

今回の自然科学分析調査では，第１９号釜屋跡で検出された不明遺物について，材質・製法等に関する情報を得

るために，�線回折，薄片作成，貝同定，灰像分析を行う。また，釜屋で認められた炭化材について樹種同定

を，灰状物質について灰像分析を行う。

�．SH-１９出土不明遺物の材質
１．試料

　試料は，第１９号釜屋跡の竃から南東部の黒色土より出土した径約４０��×高さ約１５��，重さ約８��の円筒状

の白色物質である。表面には，繊維状の物質が貼り付いたような痕跡が広く認められる。貝同定に用いた試料

は，肉眼によって貝殻が残存する破片を用いる。

２．分析方法

（１）薄片作製観察

　ダイヤモンドカッターにより試料を２２×３０×１５��大の直方体に切断して薄片用のチップとする。そのチッ

プをスライドガラスに貼り付け，＃１８０～＃８００の研磨剤を用いて研磨機上で厚さ０．１��以下まで研磨する。

さらに，メノウ板上で＃２５００の研磨剤を用いて正確に０．０３��の厚さに調整する。スライドガラス上で薄く

なった薄片の上にカバーガラスを貼り付け完成とする。薄片は，偏光顕微鏡を用いて観察を行う。

（２）�線回折分析

　遺物表面の一部を採取し，メノウ乳鉢で微粉砕した後，アルミニウムホルダーに充填し，�線回折分析試料

を作成する。作成した�線回折測定試料について以下の条件で測定を実施する。

検出された物質の同定解析は，���������
�������の�線回折パターン処理プログラム����を用い，該当す

る化合物または鉱物を検索する。

装置：理学電気製���������	 
�������������１°

�������	
（�α）� � � ��������	
�����１°

����������	��
�����	�湾曲� ���������	
���０．３��
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��������４０��� � � ���������	
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���������	
�� � � 	������������０．０２°
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（３）貝同定

　試料を肉眼観察し，その形態的特徴から，種の同定を行う。同定および解析には金子浩昌先生の協力を得た。

（４）灰像分析

　試料の表面に付着した繊維状物質には，組織の観察に障害となる有機物がほとんど含まれていなかったた

め，これを４００倍の光学顕微鏡下で観察する。

３．結果

（１）薄片作製観察

ａ）鉱物片

石英：きわめて微量存在し，粒径最大０．３３��の他形で粒状を呈する。他の砕屑片を伴って径１～５��大

で濃集する。

カリ長石：きわめて微量存在し，粒径最大０．２４��の他形で破片板状を呈し，弱いパーサイト組織が発達する。

斜長石：きわめて微量存在し，粒径最大０．５５��の半自形～他形で柱状～破片板状を呈し，集片双晶が発達

する。セリサイト化しているものはなく，新鮮である。

角閃石：きわめて微量存在し，粒径最大０．３１��の他形で板状を呈し，淡褐色～褐色の多色性を示す。

ｂ）岩片

ガラス質安山岩：きわめて微量存在し，粒径最大０．９５��の亜円礫状で斜長石の斑晶を含む。石基には斜長

石，斜方輝石などの石基鉱物が晶出している。

チャート：きわめて微量存在し，粒径最大０．１５��の亜円礫状で微細粒状を呈する石英の集合からなる。

ｃ）化石片

貝殻片：中量存在し，長径最大１７��で，厚さ最大１．０��である。薄板状をなす貝殻片は，平行に折り重

なって成層構造を形成している。結晶化が進んでおり，粒径０．０２��程度の方解石となっているものも

ある。

植物繊維：試料表面部に認められた繊維状物質の断面が観察される。断面形は，ほぼ円形を呈し，径約

０．１��のものと約０．０５��のものの２種類の径が認められる。また，繊維の内部は方解石により置換さ

れている。

ｄ）基質

　アラゴナイト：少量存在し，粒径最大０．０５��で微細不定形状～土状を呈して基質を構成する。

　方解石：多量存在し，粒径最大０．５６��の他形で不定形状を呈し，貝殻片を置換している。

ｅ）孔隙

　　少～中量存在し，孔径最大７��でレンズ状～不定形状を呈し，貝殻片の配列とほぼ平行に分布する。充

填鉱物は認められない。

（２）�線回折分析

　不明遺物の�線回折図（図１）では，方解石（�������）のほか，微量の霰石（���������），石英（������）の

存在が確認される。

（３）貝同定

　検出された貝種の一覧を表１に示す。検出される貝類は，サルボウガイ，マガキ，ウバガイ？の３種類が確

認される。
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　サルボウガイは，断片が見える程度である。マガキは，やや

大きい殻片が数点みられる。かなり大形の殻の破片が多く混入

されている可能性がある。ウバガイ？は，破片２点が確認され

る。小破片で，表面が劣化もしているので確認が困難である

が，厚い殻である点は大形になるこの貝の特徴を示す。

　これらの種類は，サルボウガイが潮下帯上部から水深２０�の

砂泥底，マガキが汽水性内湾の潮間帯から潮下帯の砂礫底ない

し泥底，ウバガイが潮間帯下部～水深３０�の砂底とされており

（奥谷編著，２０００），遺跡に近い海岸で多獲できる種類である。

（４）灰像分析

　表面に付着した繊維状物質には，植物繊維が見られるもの

の，特徴的な形態を有する植物珪酸体を含む珪化組織は認めら

れない。

４．考察

　薄片観察および�線回折の結果から，白色を呈する物質の主体は，方解石および霰石のいわゆる炭酸カルシ

ウムであるといえる。炭酸カルシウムからなる人工物でまずあげられるものとして，壁材として利用される漆

喰がある。漆喰は，消石灰（水酸化カルシウム）に海草などから作った「のり」となる物質と「スサ」といわ

れる繊維を混合したものであるが，乾燥後の収縮を調整するために「貝灰」とよばれる貝殻の破片や砂を混ぜ

ることもあるとされている。消石灰は，乾燥し，空気中の炭酸ガスを取り込んで炭酸カルシウムとなり硬化す

る。今回の不明遺物は，上記した漆喰の材料のうち，繊維や貝殻までも含まれていることから，漆喰である可

能性が高いといえる。何らかの理由で，調合途中あるいは壁に塗る前の漆喰材が放置されたものであると考え

られる。

　なお，確認できた貝類は，サルボウガイ，マガキ，ウバガイ？であり，周辺海域での入手が用意であったこ

とが推定される。また，単一種を用いたものでなく，様々な種類を用い，さらに厚い殻の種類を選択している

可能性がある。また，スサは一般にワラや麻，紙などの繊維が利用されるといわれているが，今回の繊維で

は，植物珪酸体が認められなかったことからワラ以外の材料が使用されていると考えられる。

�．釜屋から検出された炭化物
１．試料

　試料は，第１３号釜屋内から出土した炭化物１点である。

２．分析方法

　横断面および縦断面の割断面を作製し，実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて組織を観察し，その特

徴から種類を同定する。

３．結果

　炭化物は，イネ科に同定された。解剖学的特徴等を記す。
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・イネ科（���������）

　炭化物は，中空で薄い。横断面では，基本組織が大部分を占めており，外側部分で維管束が接線方向に配列

する。維管束は，原生木部の小道管の左右に１対の大型の道管が配列し，その周囲を厚壁の繊維で構成された

維管束鞘が囲んでいる。

　以上の特徴から，イネ科の稈に同定される。イネ科には，稈が木質化し，大きくなる種類も含まれるタケ・

ササ類，イネやムギ等の穀類，水湿地に生育するヨシ，草原に生育するススキなど多くの種類が含まれるが，

稈の特徴から種類を同定することは困難である。

４．考察

���１３から出土した炭化物は，出土状況および形状等から，上屋材の可能性が考えられている。炭化物はイ

ネ科の稈に同定されたが，稈の特徴から種類を同定することは困難である。イネ科には民俗事例で茅葺の原料

となるヨシやススキ等が含まれており，上屋材であるとの推定とも整合する。

�．釜屋を構成する黒土中の白色堆積物
１．試料

　試料は，釜屋内の黒色土中に挟在する白色堆積物である。堆積物は，層厚約１��の砂質シルトであり，部

分的に層厚５��程度の黒色土を挟んで，上位と下位にそれぞれ厚さ５��程度の同様の白色堆積物の薄層も

認められる。

２．分析方法

　試料を泥化し，更に灰化するために過酸化水素水処理を行った。これを水洗し，４００倍の光学顕微鏡下で観

察した。観察では，イネ科葉部（葉身と葉鞘）に由来した植物珪酸体を包含する珪化組織片の有無を近藤・佐

瀬（１９８６）による植物珪酸体の分類に基づいて調べる。

３．結果

　分析結果を表２に示す。数多くのススキ属短細胞列が見ら

れ，ウシクサ族機動細胞列（ススキ属もウシクサ族に分類され

る）も多い。また，ネザサ節短細胞列もわずかに見られる。

４．考察

　白色堆積物はススキ属の植物体（特に葉部）の灰に由来する

可能性が考えられる。白色堆積物の層界には赤色部などの被熱の痕跡は認められず，白色堆積物中に粘土分や

砂分が混入していることから，別な場所で燃やされた灰が本地点で堆積したものと思われる。なお，これらと

ともにネザサ節短細胞列もわずかに見られた。ただし，前回の本遺跡の黒色土の自然科学分析調査では，ネザ

サ節短細胞列が認められており，白色堆積物から検出されたネザサ節短細胞列は，黒色土に本来含まれていた

ものが混入した可能性が高いと考えられる。
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２．SH-１９内出土不明遺物（２）

　　Qz：石英　Pl：斜長石　Ho：角閃石　Ar：アラゴナイト　Cc：方解石
　　An：安山岩　Shl：貝
　　写真左列は下方ポーラー，写真右列は直交ポーラー下。

１．SH-１９内出土不明遺物（１）

図版１　薄片

Ho

Pl

Ho
Qz

Cc

Cc

Ar
An

Shl

Cc



―５８６―

図版２　炭化物・植物珪酸体

１．SH-１３出土炭化物 ２．SH-１３出土炭化物
３．植物遺体（不明遺物の繊維状物質） ４．ネザサ節短細胞列（黒色土中の白色堆積物）
５．ススキ属短細胞列（黒色土中の白色堆積物） ６．ウシクサ族機動細胞列（黒色土中の白色堆積物）

１ ２

６

３ ４

５
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ＰＬ１

第３１号鹹水槽完掘状況

第２号製塩跡完掘状況

ピット内炭化材出土状況

第５０号鹹水槽完掘状況

第３０号鹹水槽完掘状況



第６１号鹹水槽完掘状況

第４号製塩跡確認状況

第５６号鹹水槽完掘状況

第６２号鹹水槽完掘状況

第５７号鹹水槽完掘状況

ＰＬ２



第１８号鹹水槽完掘状況

第５号製塩跡完掘状況

第２１～２５号鹹水槽完掘状況

第７１号鹹水槽完掘状況

第１３号鹹水槽完掘状況

ＰＬ３



ＰＬ４

第７号鹹水槽完掘状況

第６号製塩跡完掘状況

第１２号鹹水槽完掘状況

第４９号鹹水槽完掘状況

第１～４号鹹水槽完掘状況



ＰＬ５

第１０４号鹹水槽完掘状況

第１３号製塩跡完掘状況

第９９号鹹水槽完掘状況

宝篋印塔出土状況

第９８～１００号鹹水槽完掘状況



ＰＬ６

第１８２号鹹水槽完掘状況

第１５号製塩跡完掘状況

第１８３号鹹水槽完掘状況

第１８４号鹹水槽完掘状況

第１６９号鹹水槽土層断面



ＰＬ７

第１７０号鹹水槽完掘状況

第１９号製塩跡完掘状況

ピット内炭化材出土状況

第１１６号鹹水槽土層断面

釜屋内版築状況



ＰＬ８

第２２６号鹹水槽完掘状況

第２１号製塩跡確認状況

A・B号竈完掘状況

第２２７号鹹水槽完掘状況

土層断面



ＰＬ９

炉・土坑完掘状況

第２号建物跡完掘状況

土層断面

第１３０号土坑完掘状況

第１号炉完掘状況



ＰＬ１０

第１号炉・第１００号土坑完掘状況

第３号建物跡完掘状況

ピット完掘状況

第２号炉完掘状況

ピット土層断面



ＰＬ１１

第２１８号土坑完掘状況

第１０号建物跡完掘状況

遺物出土状況

第２２１号土坑完掘状況

第１号炉完掘状況



ＰＬ１２

遺物出土状況

第１４号建物跡完掘状況

土層断面

硯出土状況

ピット・焼砂確認状況



ＰＬ１３

第３０６号粘土貼土坑完掘状況

第１９号建物跡完掘状況

遺物出土状況

第３７号貝集積地確認状況

第３６１号土坑完掘状況



ＰＬ１４

遺物出土状況

第２５号建物跡完掘状況

土層断面

炉土層断面

遺物出土状況



ＰＬ１５

第１０４号土坑完掘状況

第３７号建物跡完掘状況

竈完掘状況

貝出土状況

第１号炉完掘状況



ＰＬ１６

４ 区 鹹 水 槽 群
完 掘 状 況

２ 区 第３８号 鹹 水 槽
貝 出 土 状 況

４区第２０８号鹹水槽
遺 物 出 土 状 況



ＰＬ１７

第 １ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況

第 ５ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況

第 ７ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況



ＰＬ１８

第 ８ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況

第 ９ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況

第 １２ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況



ＰＬ１９

第 ５ 号 製 塩 跡 内
人 骨 出 土 状 況

第 ３１ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況

第３５・３６号土壙墓
人 骨 出 土 状 況



ＰＬ２０

第 ４７ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況

第 ４９ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況

第 ６８ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況



ＰＬ２１

第 ５５ 号 土 壙 墓
人 骨 出 土 状 況

第５６・５７号土壙墓
人 骨 出 土 状 況

第６０・６１・６２号土壙墓
人 骨 出 土 状 況



ＰＬ２２

第 １ 号 土 壙
馬 骨 出 土 状 況

第 ６ 号 土 壙
犬 骨 出 土 状 況

第 ２ 号 土 壙
馬 骨 出 土 状 況



ＰＬ２３

３ 区 鯨 骨 出 土 状 況

第 ４ 号 土 壙
馬 骨 出 土 状 況

第 ２５ 号 整 地 面
鹿 角 出 土 状 況



ＰＬ２４

畝 状 遺 構
完 掘 状 況

畝 状 遺 構
確 認 状 況

畝 状 遺 構
土 層 断 面



ＰＬ２５

第 ８ 号 整 地 面
確 認 状 況

第８号整地面柱穴列
確 認 状 況

第 １６ 号 整 地 面
確 認 状 況



ＰＬ２６

第 ２ 号 貝 集 積 地
確 認 状 況

第１４号 貝 集 積 地
確 認 状 況

第２４号 貝 集 積 地
確 認 状 況



ＰＬ２７

第 ６ 号 集 石
遺 物 出 土 状 況

遺 物 集 中 地 点
確 認 状 況

遺 物 集 中 地 点
遺 物 出 土 状 況



ＰＬ２８

埋 納 遺 構
古 銭 出 土 状 況

第 ９ 号 不 明 遺 構
確 認 状 況

漆 喰 出 土 状 況



ＰＬ２９

東 西 ト レ ン チ
土 層 断 面

東 西 ト レ ン チ
土 層 断 面

南 北 ト レ ン チ
土 層 断 面



ＰＬ３０

２１

３

直縁大皿
１ 内面　見込みに重ね焼痕
２ 底面　底部回転ヘラ削り，三足貼り付け
３ 正面　灰釉漬け掛け

その他の出土遺物-１８６０



ＰＬ３１

２１

３

折縁深皿
１ 内面　見込みに重ね焼痕（一部に自然釉）
２ 底面　底部回転ヘラ削り，三足貼り付け
３ 正面　灰釉漬け掛け

その他の出土遺物-１８６１



ＰＬ３２

２１

３

折縁深皿
１ 内面　一部に自然釉
２ 底面　底部回転ヘラ削り，三足貼り付け
３ 正面　灰釉漬け掛け

その他の出土遺物-１８６２



ＰＬ３３

２１

３

卸目付大皿
１ 内面　縦２７本，横１４本の卸目，未使用状態
２ 底面　底部回転ヘラ削り，三足貼り付け
３ 正面　灰釉漬け掛け

その他の出土遺物-１８６３



ＰＬ３４

２１

３

卸目付大皿
１ 内面　縦１２本，横８本の卸目，未使用状態
２ 底面　底部回転ヘラ削り，三足貼り付け
３ 正面　灰釉漬け掛け，片口

その他の出土遺物-１８６４



ＰＬ３５

２１

３

卸目付大皿
１ 内面　縦１１本，横９本の卸目，未使用状態
２ 底面　底部回転ヘラ削り，三足貼り付け
３ 正面　灰釉漬け掛け，片口

その他の出土遺物-１８６５



ＰＬ３６

２１

３

卸目付大皿
１ 内面　縦１７本，横１１本の卸目，未使用状態
２ 底面　底部回転ヘラ削り，三足貼り付け
３ 正面　灰釉漬け掛け，片口

その他の出土遺物-１８６６



ＰＬ３７

陶磁器

SI７-４５８第６号集石-１８６７第８８号土壙墓-６６

SI２１-１０６６SI３１-１４５１SI３１-１４５０



陶磁器

ＰＬ３８

SI１３-５８４SI５-３３２４区 SN１４-１３７

HK２９-１５９１その他の出土遺物-２３７８その他の出土遺物-１２２４



ＰＬ３９

陶磁器

その他の出土遺物-２３６１SI１０-５１３SI２０-１０５４

その他の出土遺物-２３６３２区 SK６４-１６２９HK３３-１８２１



土器

ＰＬ４０

SI６-３８５SI５-３２７SI２-１８５

SI１０-５０６SI９-５００SI９-４９９

SI１７-７０２SI１７-７０１SI１２-５６３

SI１９-８９４SI１９-８９２SI１９-８９１

SI２５-１１４９SI１９-８９７SI１９-８９６

SI３４-１５９２SI３１-１４４２SI３１-１４４１



SX３-１７５５４区 SK４５４-１７１９HK１４-１１２６

SX１４-２７８７SX３-１７５８SX３-１７５６

その他の出土遺物-１３７１その他の出土遺物-１２１０その他の出土遺物-１２０８

その他の出土遺物-２２９２その他の出土遺物-２２９０その他の出土遺物-２２８８

その他の出土遺物-２２９５その他の出土遺物-２２９４その他の出土遺物-２２９３

その他の出土遺物-２３０８その他の出土遺物-２３０１その他の出土遺物-２２９７

土器

ＰＬ４１



土器

ＰＬ４２

SI１０-５０７SI５-３３０

SI１０-５０９SI１０-５０８

SI１９-８９９SI１５-６２３

SI２７-１１７８SI１９-９００

SI３７-１７６７SI３７-１７６６

２区 SK１０２-１６５５第８０号土壙墓-５５



２区 SK２７１-１６５８２区 SK１９２-１６４４

その他の出土遺物-２３１５その他の出土遺物-２３１１

その他の出土遺物-２３２８その他の出土遺物-２３１６

その他の出土遺物-２３３１その他の出土遺物-２３２９

SH１２-１１７SH２-８１

SI１９-８９３SI５-３２８

ＰＬ４３

土器



土器

ＰＬ４４

HK３２-１８０３SI３７-１７６４

HK３２-１８０５HK３２-１８０４

SX３-１７５４HK３２-１８０６

その他の出土遺物-２２９１その他の出土遺物-２２８９

その他の出土遺物-２３００その他の出土遺物-２２９９



その他の出土遺物-２３０２

SI１７-７０７

SI１９-９０３

SI３２-１５０６

その他の出土遺物-１２１６

その他の出土遺物-２３１０

SH１２-１１８

SI１６-６８５

４区 SK１２５-１６８７

ＰＬ４５

土器・陶器



ＰＬ４６

２区 SN２０-１３２SH１３-１２２

SI３５-６９７

SH５-９２３区 SK４６-１６７１

SI３７-１７８５SI３１-１４５３SI１９-９１３

SX１-１７４３４区 SK３６２-１６９１HK１-１１４６

SI１９-９０５SI１８-８６６SI１１-５３１２区 SN３０-１３３

その他の出土遺物-２３８０４区 SK４５４-１７２０SI１９-９０７SI１９-９０６

SI１８-８６７その他の出土遺物-２３８１

土製品・石器

　その他の出土遺物
-２３８２　　

SI８-４８１

SI５-３８４



石器・石製品

ＰＬ４７

その他の出土遺物-２４１０その他の出土遺物-２４０９その他の出土遺物-１２２９

SI３２-１５１７SH４-８９その他の出土遺物-２４１１

４区 SN１９８-１４４SI３０-１３４２SI１４-５９１

SI１５-６３５その他の出土遺物-２４３１その他の出土遺物-２４３０

SI１７-７１８SI１７-７１７SI１８-１６９４

その他の出土遺物-２４２８SH８-１１２SI３２-１５２０



石器

４区 SN１７６-１４１SH９-１１４その他の出土遺物-２４２９

４区 SK１１３-１６８６SI８-４８４

第５０号土壙墓-４０ その他の出土遺物-２４３６その他の出土遺物-２４３５

SH１３-１２３　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　４区 SN３５-１３８

ＰＬ４８



金属製品

ＰＬ４９

その他の出土遺物-２４７６・２４７７

SI１４-６０８SI１８-８７７ SI３７-１７９２

SI１４-６０９
その他の     
出土遺物-２４９７SI３０-１３５１

　SI１５-６８１

　SI３０-１３４３

　その他の出土遺物-１２３２

　SI１８-８７０

　SI１７-７２０

　SI１９-９４４

　SI３２-１５２１

その他の出土遺物-２４３９

　SI３７-１７９１

　HK８-１１７４

　SI１８-８６９

　その他の出土遺物-２４４１

　SI２５-１１５２ 　SI２-１９２

　SI３１-１４５９

２区 SK２００-１６４６



金属製品

ＰＬ５０

２区 SK５０-１６２７

　SI１５-６４２

SI１９-９４１

その他の出土遺物-２４９６ 　SI１８-８７８

その他の出土遺物-１２４２

HK１５-１２９２

その他の
出土遺物-２４７１

第４４号土壙墓-３６ SI２-１９４

SI３３-１５８７SI１５-６４１ SI７-４６４

SH６-１０７・１０８・１０６SI１９-９４７

SI１９-９４５

SI１９-９４６

その他の出土遺物-２４６８ その他の出土遺物-２４７０

SX３-１７６１

SI１９-９３８
SI３２

-１５２７

SI１９-９３７ SI１９-９４２

SI１１-５３７ SI７-４６０



SI１７-７２１

SH５-９３・９４・９５

ＰＬ５１

金属製品

SH５-９６ SH６-１０２ SH６-１０３SH２-８４ SH６-１０１ SH１２-１１９

SH６-１０９・１１０・１１１

SI１７-７２１

その他の出土遺物-２４６４

SI３５-６９８

SH６-１０４・１０５

SI２５-１１５３

SI５-３３４

SI９-５０４

SI１０-５２２

その他の出土遺物-２４７８

SI２１-１０７９

SI１４-６０７

SI１７-７２２



ＰＬ５２

金属製品

埋納遺構出土古銭（緡１～３）

SI８-４８７

SI１-１５６

SI８-４８６

SI１６-６８９

SI１５-６３８

SI１５-６３９

SI１９-９２１

SI１７-７２３

SI１９-９２０

SI１９-９２４

SI１９-９２２

SI１９-９２３

SI１９-９２７

SI１９-９２５

SI１９-９２６

SI３１-１４６２

SI１９-９２８

SI２１-１０８０

その他の出土遺物-２４７３

SI３２-１５２６

２区 SK１５４-１６３５

その他の出土遺物-２４７２

その他の出土遺物-２４７４

その他の出土遺物-２４７５



ＰＬ５３

SH２-８８

SH１９-２７９６

遺物集中地点-１９０１SI５-３８３SI１４-６１６

SI２-２７７７ SI２７-２７８４

SI１５-２７８２ その他の出土遺物-２７８６ SI１１-２７７９ SH９-２７８３ SI１８-２７８５

ガラス製品・骨角製品・貝加工品



その他の出土遺物-２４９８SI８-４８８

SI２１-１０８３３区 SK１９-１６６４SI１０-５２３

その他の出土遺物-１２５５SI１５-６７９その他の出土遺物-２７７２

ＰＬ５４

金属製品・骨角製品・石器

SI３１-１４５５ SI１９-１２７９ その他の出土遺物-２４１３SI１７-１２７４

SI６-１２６０ SI３５-１２６８ SI１９-１２７８SI１０-５１８
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